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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

2021
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No.532
教育技術研究所

特集 さあ、元気に始めよう！
with/ポスト:コロナ対応の

「新学期黄金の３日間」

令和3年3月15日発行（毎月1回15日発行）第532号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育……宮尾益知
プロが教える“教室でできる不登校支援”……小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

小学1年　算数　「学習ルールの定着」　　鈴木恭子
小学2年　国語　「特殊音節の指導」　　　松崎　力
小学3年　国語　「図書館たんていだん」　手塚美和
小学4年　算数　「大きな数」　　　　　　谷　和樹
小学5年　算数　「最初のノート指導」　　木村重夫
小学6年　算数　「伴って変わる量」　　　河田孝文

中学校の授業実践
国語「百人一首を更に楽しむ」
体育「次の単元の指導をかぶせた
　　 体育の授業を組み立てる」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

新しい年度が始まる
今年はどうか笑顔の多い1年に！

GIGAスクール構想で
        学び方が変わる！

のデジタルコンテンツのご紹介動画を限定公開！！

あかねこ漢字スキル
https://ak-mk.com/?r=cm01

あかねこ計算スキル
https://ak-mk.com/?r=cm02

紙での学習の良さ デジタルでの学習の良さ

組み合わせることで学習効果がさらにUP組み合わせることで学習効果がさらにUP

下の2次元コードやURLから動画が見られるよ

１
〜
２
分
く
ら
い
で
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

内
容
が
わ
か
る
よ
。
ぜ
ひ
、
見
て
ね
！

漢
字
は
こ
こ
か
ら
！

計
算
は
こ
っ
ち
！

あかねこスキ
ル

も対応！！
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　教室は、子供たちが授業に集中して取
り組めるよう、モノや周りの環境を整備
することが必要だ。また、子供たちの学
級であるから、一人一人が所属感をもて
るような環境も大切である。学級文庫に
は、教師が良いと思う本を並べる。更
に、興味関心を高める本や脳トレ本など
も置くと良い。

大きく２点気を付けている。１点目、前方は授業
に集中できるようにスッキリさせる。２点目、側
面や後方は、子供たちの生活をスムーズにする掲
示物や、子供たちが活動するためのスペースとする。

↑机を揃えなさいと言っても、間隔が掴めない
子がいる。手前に揃える線を引く事で、直ぐに
合わせる事ができる。（久野歩氏の追試）

↑各係活動で自由に使えるスペースを与える事
で、子供たちの意欲や創造性が高まる。また、当
番活動表を掲示する事で、子供たちの動きが安定
する。

↑教室便利グッズ。TOSSノートや直写ノートをバラしたものを常
備している。ノート忘れや計算メモ、隙間時間の直写、係活動など、
置いておくだけで子供の動きは円滑に進む。 茨城県水戸市立梅が丘小学校 桑

くわ

原
ばら

 和
かず

彦
ひこ

教室の
風景

↑前方の壁面や黒板には、余計なモノを貼ったりせずにスッ
キリとさせる。児童の机横も最低限の荷物に留める。

↑学級文庫を充実させる。読書好きな子供を育てたい。
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の問題もやりましょう。

うら

国語４年光αⅠ①おもて○

松井松井さんが車車から出出たのは、どこに、

のを見見たからですか。

どこどこ…緑がゆれているやなぎの下

何何…かわいい白いぼうし

松井松井さんは、ぼうしをおいた子子がどんな

と思思いましたか。一一つに〇をつけましょう。

おまわりさんに見られて、あわてるだろう。

ぼうしをひろってもらって、よろこぶだろう。

ちょうがいなくなって、がっかりするだろう。

（

）

（

）

（○）松井松井さんが運転席運転席から取取り出出した夏夏みかんは、どんな

色色で、どんなにおいでしたか。

各10点〔20〕

色色

…あたたかい日の光を

そのままそめつけたような、見事な色。

においにおい…すっぱい、いいにおい。

緑がゆれているやなぎの下に、かわいいわいい

緑がゆれているやなぎの下に、かわいい

白いぼうしが、ちょこんとおいてあります。

白いぼうしが、ちょこんとおいてあります。

松松まつまつ井井いいさんは車から出ました。

さんは車から出ました。

そして、ぼうしをつまみ上げたとたん、

そして、ぼうしをつまみ上げたとたん、

ふわっと何かが飛び出しました。

ふわっと何かが飛び出しました。

「あれっ。」

「あれっ。」

もんしろちょうです。

もんしろちょうです。

あわててぼうしをふり

あわててぼうしをふり

回しました。そんな松

回しました。そんな松

井さんの目の前を、ちょ

井さんの目の前を、ちょ

うはひらひら高くまい

うはひらひら高くまい

上がると、なみ木の緑

上がると、なみ木の緑

の向こうに見えなくなってしまいました。

の向こうに見えなくなってしまいました。

「ははあ、わざわざここにおいたんだな。」

「ははあ、わざわざここにおいたんだな。」

ぼうしのうらに、赤いししゅう糸で、小さ

ぼうしのうらに、赤いししゅう糸で、小さ

くくぬい取り

ぬい取りがしてあります。

がしてあります。

「たけやまようちえん

「たけやまようちえんたけのたけのたけお」

たけお」

小さなぼうしをつかんで、ため息をつい

小さなぼうしをつかんで、ため息をつい

ている松井さんの横を、太ったおまわりさ

まわりさ

ている松井さんの横を、太ったおまわりさ

んが、じろじろ見ながら通りすぎました。

ました。

んが、じろじろ見ながら通りすぎました。

「せっかくのえものがいなくなっていたら、

「せっかくのえものがいなくなっていたら、

この子は、どんなにがっかりするだろう。」

この子は、どんなにがっかりするだろう。」

ちょっとの間

ちょっとの間、かたをすぼめてつっ立っ

、かたをすぼめてつっ立っ

ていた松井さんは、何を思いついたのか、

ていた松井さんは、何を思いついたのか、

急いで車にもどりました。

急いで車にもどりました。

運転席から取り出したのは、あの夏みか

席から取り出したのは、あの夏みか

運転席から取り出したのは、あの夏みか

んです。まるで、あたたかい日の光をその

んです。まるで、あたたかい日の光をその

ままそめつけたような、見事な色でした。

色でした。

ままそめつけたような、見事な色でした。

すっぱい、いいにおいが、風であたりに広

すっぱい、いいにおいが、風であたりに広

がりました。

がりました。

松井さんは、その夏みかんに

松井さんは、その夏みかんに

白いぼうしをかぶせると、飛ば

白いぼうしをかぶせると、飛ば

ないように、石でつばをおさえました。

ないように、石でつばをおさえました。

（教科書ααⅠⅠ①①8①お①お〜おお0ももページより「白いぼうし」あまん

もてもてジよ○○○

きみこ）〈絵〉こころ美保子

松井松井さんがぼうしをつまみ上上げたとたん

は、何何でしたか。

もんしろちょう

松井松井さんは、だれがぼうしをおいたと

たけのたけお（さん・くん）

松井松井さんが急急いで車車にもどったのは、どんなことを

いついたからですか。

にげたもんしろちょうの代わりに、

ぼうしの中に夏みかんを入れておくこと。

松井松井さんが石石でつばをおさえたのは、何何のためですか。

「ぼうし」という言葉言葉を使使って書書きましょう。

〔10〕

ぼうしが飛ばないようにするため。

例 なまえ

国語 4年

おもて

組

番

標準実施時間　　 表………20分

　　 表裏で…35分

9～39

文章を読んで答えましょう。

文章を読んで答えましょう。

１場面と場面をつなげて読み、考えたことを話そう

白いぼうし

ほか

光αⅠ①

国語４年光αⅠ①うら○ 書書きましょう。

各5点〔20〕

②②

園

児

④④

分

類 えんじ

ぶんるい各5点〔30〕

②②

菜な

の花

で送る。

⑤⑤夏の日

照り。

⑥⑥

昨
夜

さく

や

の出来事。

標準実施時間　　 裏……15分

次次の漢字漢字の、おおまかな意味意味を表表す部分部分を下下からえらん

で、

でつなぎましょう。

各5点〔15〕

①①府・広・店

まだれ

②②図・園・国

こころくさかんむり

③③感・悪・意

くにがまえ

終わったら見なおしをしましょう。

三年生の漢字

この船の❶

❷乗客

じょうきゃくは、

南の❸島しまへ行きます。

❹旅たびの❺始はじまりです。

書けるか

（

　　 ）に合合う言葉言葉を、

からえらんで書書きましょう。

各5点〔15〕

①①相手の顔を

じろじろ

見つめる。

②②弟が、母の手を

ぐいぐい

引っぱる。

③③夜になると、

みるみる

気温が下がった。

せかせか・みるみる・ぐいぐい・じろじろ

｢｢擬人法擬人法｣｣を使って文を作ろう。

を使って文を作ろう。

①①石が転がる。

石が転がる。

石が石が

。。

②②鳥が鳴く。

鳥が鳴く。

鳥が鳥が

。。

人ではないものを、人のように表す書き方だよ。

人ではないものを、人のように表す書き方だよ。
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ゆゆゆゆゆゆゆゆゆれれれれれれれれるるるるるるるるる。。。。。

花が花花花花花花花花花花花花がががががががががが花花花花花花花花花花花花花花がががががががががが花花花花花花花花花花花花花花ががががががががががが

。。。。

おどる。。

おどる。。。。。。

　　 走る　　 歌う

例例

例

アア音訓さくいん

イイ部首さくいん

ウウ総そう画さくいん

漢字辞典

漢字辞典で「湖湖」という漢字漢字を調調べます。次次のとき、どの

さくいんで調調べますか。

からえらんで、記号記号を書書き

ましょう。

（同じ記号を何回使ってもかまいません。）

各5点〔20〕

部首が「さんずい」ということだけ分かっている。（イ）

「コ」という読み方だけ分かっている。

（ア）

読み方も部首も分からない。

（ウ）

「みずうみ」という読み方だけ分かっている。

（ア）

なまえ

せいしん

知識・技能5050

漢字言葉

点

達成目標点80

4040

組

番

9～39

場面と場面をつなげて読み、考えたことを話そうほか

おもて 「
白いぼ
う
し
」の
答
え

国語4年光αⅠ①おもて

おうち

の方へ

この単元では、色やにおいの表現に気をつけて、場面の様子や人物

の気持ちを読み取る学習をします

人柄を想像しながら、登場人物の

行動とその理由を読み取りましょう

組

番

なまえ

ことばの力シートつき

見なおしシート

タブレットでやってみよう

持持
ち
に
な
る

〔
10
〕

だ
ろ
う
。

だ
ろ
う
。

か
〔
10
〕

①①
五

③③

速そ熱

。

みよう

国語

理科

家庭科英語

社会

保健

なまえ

せいしん

1.小し ょ う数す うと整せ い数す う 組　　　　　番

算数5年学αⅠ①おもて○

10〜17 標準実施時間表　　　　　25分表・裏で　　35分

5年 学αⅠ①おもて

の問もん題だいもやりましょう。うら

算数 10080
達成目標点知識・技能 点というという数数かずについてについて答答こたえましょう。えましょう。 各5〔10〕○○○ にあてはまる数かずを書かきましょう。▶ は，を※ つできて正答。個こ

を 個こ

を 個こ

を 個こ　合あわせた数かずです。○○○ の位くらいの数すう字じは何なんですか。

下下したのの つのつの数数すう字字じをを 回回かいずつずつ ににあてはめてあてはめて，，次次つぎのの数数かずをを作作つくりましょう。りましょう。 各5〔10〕

○○○ いちばん小ちいさい数かず。

○○○ いちばん大おおきい数かず。 ※ つできて正答。

※ つできて正答。

次次つぎのの数数かずをを求求もとめましょう。めましょう。 各5〔20〕○○○ を 倍ばいした数かず。

○○○ を 倍ばいした数かず。

○○○ を にした数かず。

○○○ を にした数かず。

次次つぎのの数数かずをを求求もとめましょう。めましょう。 各5〔20〕○○○ ×

○○○ ×

○○○ ÷

○○○ ÷

にあてはまるにあてはまる数数かずをを書書かきましょう。きましょう。 各5〔20〕

○○○ ＝ × ※ つできて正答。＋ × ＋ × ＋ ×

○○○ ＝ × ＋ × ＋ × ※ つできて正答。＋ ×

○○○ ＝ ※ つできて正答。× ＋ × ＋ × ＋ ×

○○○ ＝ × ＋ ※ つできて正答。×＋ × ＋ ×

次次つぎのの数数かずはは，，それぞれそれぞれ をを何何なん倍倍ばいしたした数数かずですか。ですか。各5〔10〕○○○ 倍

○○○ 倍

次次つぎのの数数かずはは，，それぞれそれぞれ のの何何なん分分ぶんのの のの数数かずですか。ですか。各5〔10〕○○○ ※ 分の 　も可。○○○ ※ 分の 　も可。

ある路ろ面めん電でん車しゃの線せん路ろのはばメートル

なまえ

せいしん組　　　　　番

算数5年学αⅠ①うら○

標準実施時間10分10〜17 点5040
達成目標点思・判・表

終お わったら，見みなおしをしましょう。

あるある数数かずをを 倍倍ばいしたりしたり， にしたりするとにしたりすると，，小小しょう数数すう数点点点点てんのの位位い置置ちがどのようにがどのように変変かわるかをわるかを説説せつ明明めいします。します。〔10〕

説明 P.14

小数についての理解を深める

どど できるかな？

あるある のの位位くらいまでのまでの小小しょう数数すうについて，について，下下したのの 人人にんがが話話はなしています。しています。

の位くらいの数すう字じは だよ。

倍ばいすると， の位くらいの数すう字じが になるわ。

倍ばいすると， 以い上じょう 以い下かだよ。 ▼ 人にんが話はなしている小しょう数すうは，

りく

えり

かず

ってって，，は は各10〔40〕

ある数かずを にすると， 小数点は左へ けた

移ります。※同じ意味であれば可。

▶あかりさんの説せつ明めいと同おなじようにして，ある数かずをにすると，小しょう数すう点てんの位い置ちがどのように変かわるかを説せつ明めいします。下したの続つづきを書かきましょう。

● あかりさんは，下したのように説せつ明めいしました。

ある数かずを 倍ばいすると，小しょう数すう点てんは右みぎへ けた移うつります。あかり

  

見なおしシート つぎのじゅんびつき おうちの方へ

おもて

組 番なまえ

うら

算数5年学αⅠ①おもて

「１.小数と整数」の答え
　この単元では，

タブレットでやってみよう

小数につ

み
よ
う

のもんだいもやりましょう。うら理科3年大日αⅠ②おもて○

○くらいあけて，つぶずつまく。 くらいあけて，つぶずつまく。たねをまいた後あと，どんなせわをしますか。（　）に言こと葉ばを書かきましょう。土つちをかけて， 水やりをする※「水をやる」等，同じ意味なら可。

○○○

花花かだんにヒマワリのたねをまきます。だんにヒマワリのたねをまきます。各10〔30〕P.19

めがめが出出でたた後後あとのようすをのようすを記記きろくします。ろくします。各10〔20〕P.21～23ヒマワリとホウセンカのヒマワリとホウセンカの葉葉はをを調調しらべました。べました。各10〔30〕P.22～23

ヒマワリとホウセンカのたねをヒマワリとホウセンカのたねを㋐㋑㋒㋐㋑㋒からえらんでからえらんで，，□にに書書かきましょう。きましょう。 各10〔20〕

P.18

㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋐㋐㋐㋐㋐㋐ ㋑㋑㋑㋑㋑㋑

さいしょに出でてきた葉はは，㋕㋖㋕㋖のどちらですか。○○○ ㋕さいしょに出でてきた葉はを，何なんといいますか。○○○ 子葉さいしょに出でてきた葉はは，どちらも何なんまいですか。○○○ まい

たねをまく前まえに，土つちに 何なにをまぜますか。○○○ ひりょう正ただしいまき方かたに，○○をつけましょう。○○○

は かたちは で

ささ

かんさつカードにかならず書かくものに，○○をつけましょう。○○○

土つちの温おん度ど 日ひづけ ○ 風かぜの強つよさ

ささでは，植しょく物ぶつの何なにを調しらべていますか。○○○   植しょく物ぶつの　高さ　※「大きさ」も可。

たね

そだ かた

ヒマワリ ホウセンカ㋕㋕㋕㋕㋕㋕㋕㋕㋕㋕

㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖

ホウセンカ

㋑ ㋐▼ダイズのたね たね

じっさいの大おおきさ

なまえ 組　　　　　番理科
せいしん3年 おもて

10080達成目標点知識・技能標準実施時間表　　　　　20分表・裏で　　30分16〜23

αⅠ②大日 植しょく物ぶつの育そだち方かた⑴2.たねまき

理科3年大日αⅠ②うら○

おわったら，見みなおしをしましょう。

んたちは，，ヒマワリとホウセンカのヒマワリとホウセンカの育育そだちち方方かたをくらべました。をくらべました。 各10〔50〕植しょく物ぶつは育そだつにつれて，どのようにかわりますか。葉葉はは のの数数かずかず，植植しょくしょく物物ぶつぶつのの高高たかたかさ さという言こと葉ばを使つかってせつめいしましょう。

○○○せつめい

りくさんは，ダイズの育そだち方かたがヒマワリとにていることに気きづきました。下したの？に合あ うダイズのようすを，あいうあいうからえらんで， せん でつなぎましょう。

○○○さぎょう

葉の数は多くなり，植物の高さは高くなる。

育そだち方かたで，正ただつに○○をつけましょう。

そだそだそだそだち方かたかかたかたかた

そだそだそだそだち方かたかかたかたかた

そだそだそだそだち方かたかかたかたかた

？？

ああ いい うう

どちらも つのたねから，めが つ出でてくるよ。ヒマワリとホウセンカで，後あとから出でてきた葉はの形かたちがちがうよ。どちらの葉はも緑みどり色いろをしているよ。

ホウセンカは葉はの数かずがふえたけど，ヒマワリは葉はの数かずがへったよ。

○

○

なまえ 組　　　　　番 せいしん

理科
3年 うら

点5040
達成目標点思・判・表16〜23 標準実施時間10分

αⅠ②大日 植しょく物ぶつの育そだち方かた⑴2.たねまき

  

見なおしシート おうちの方へばっちりワークつき 組 番なまえ

おもて

「2.たねまき」の答え
　この単元では，ヒマワリとホウセンカを題材に取り上げ，植物の種や芽について理解を深めることをねらいとしています。ヒマワリとホウセンカのつくりの違いや育て方，観察カードの書き方を学びます。

理科3年大日αⅠ②おもて

る可。 。

ます。ます。
各10〔20〕

しいも
○○○

て
み
よ
う

標準実施時間表　　　　　 分表・裏で　　 分えまな家庭

の問題もやりましょう。うら

年 てもお開Ⅰ① 組　　　　　番

家庭科5年開Ⅰ①おもて

正正しくしく安安全全にガスこんろP.12・13家家族族のの生生活活をを見見つめます。つめます。 各5〔20〕P.8・9

家族の生活と家庭の仕事について，正しいものに○○，正しくないものに×をつけましょう。

ガスこんろの使い方正しくないものに×○○○

○ 家族は，協力して家庭の仕事を行い，生活を支ささえている。× 健康で安全な生活のためには，家庭の仕事は必要ない。×  家庭の仕事では，環かん境きょうへの影えい響きょうは考えなくてよい。○ 家族の一員として，自分でできる家庭の仕事を増ふやすことが大切である。青青菜菜やいもをゆでるやいもをゆでる調調理理をします。をします。 各5〔30〕P.14～16　

青菜やじゃがいもは，どのように洗あらいますか。㋐㋑㋒㋐㋑㋒から選んで，□に書きましょう。○○○

水は蒸じょう発はつ必要な分量より 多め

はみ出ない

じゃがいもの芽は，取りますか，残しますか。取る○○○

（　）に合う言葉を，○○○

多め　　　少なめ　　　はみ出ない　　　はみ出る

調調理理用用具具のの使使いい方方がが正正しましょう。ましょう。P.13～15

●㋐㋐●●●●㋐●●●●●● 切り分けてからざるに入れ，ふり洗いする。●㋑㋑●●●●㋑●●●●●● ためた水や流水で，根元や葉のひだを洗う。●㋒㋒●●●●㋒●●●●●● たわしなどでこすって洗う。

青菜をゆでると，かさは増えますか，減へりますか。 減る○○○

ゆでるときゆでる前

菜青

燃もえやすいものをそばに置かない。 ○

点火前

ガスせんを閉しめてから，点火つまみを「止」にもどす。 ×

消火

窓まど

点火「開」

柄えをしっかりにぎる。 ○

包ほう丁う持のち方

指先をのばしておさえる。

材料のお方えさ 指先を丸めておさえる。 ○計量スプいぱのりかは方 山やま盛もりにすくう。 山盛りにしてからすり切る。 ○家庭科5年開Ⅰ①おもて

使うたびに洗い流して，水気をふき取る。

なまの板取つありか方い ○青菜 ……… ㋑ じゃがいも ……… ㋒

青菜やじゃがいもは，水，ふっとうした湯のどちらからゆでますか。青菜 （ふっとうした）湯 じゃがいも 水

○○○

1.家族の生活再さ い発見2.クッキング  はじめの一歩 819 組　　　　　番

家庭科5年開Ⅰ①うら

5年 開 らうⅠ①

えまな 標準実施時間分

せいしん

50 点

評価欄Ａ：３個Ｂ：１～２個Ｃ： ０個

ゆいさんはゆでるでる調調理理をを生生かしてかして，ゆでゆで野野菜菜サラダをサラダを作作ることにしました。ることにしました。 各10〔50〕

にはには，いろいろないろいろな種種類類があります。があります。

玉ぎょく露ろ

げん米まい茶ちゃ

ほうじ茶

生活を楽しく工夫する

ちょうどよいかたさにゆでるには，どうすればよいですか。 つに○○をつけましょう。○○○

食べてみて，好みのかたさでなかったらゆで直す。なべから上げる前に，竹ぐしでかたさを確たしかめる。

不用な布で油よごれをふき取る。洗あらう前に，

して調理するには，どうすればよいでをつけましょう。

環境に配はい慮りょして，右の皿をかたづける工く夫ふうを，油油よよごれごれ，不不用用なな布布ぬのという言葉を使って書きましょう。

○○○

油

終わったら，見なおしをしましょう。

ブロッコリー 火が通るように，すべての材料を長時間ゆでる。野菜によって，ゆで方やゆで時間を変える。 ○

○

にんじん

○○○のお茶を選んだ理由を書きましょう。○○○

家族や友達にお茶をいれてふるまうとしたら，だれに，どんなお茶をいれてあげたいですか。○○○

でゆで

ひ加か減げんはずっと強火にする。材料のかさに合わせて，水の量を調節する。ふっとうしたら，ふっとうが続くくらいに火を弱める。ゆで残しがないように，水はなべいっぱいに入れる。失敗してもよいように，材料は多めに準じゅん備びする。

理由

だれに 　　　 どんなお茶を（左の例について書いてもかまいません。）

ないので，姉と飲んで感想を伝え合いたいと思ったから。

家族の生活再さ い発見クッキング  はじめの一歩 819 表・判・思 40達成目標点

家庭科5年開Ⅰ①おもて見なおしシート おうちの方へ

てもお

組 番

えま
な　ここでは，家庭の仕事と家族の関わりや，ゆでる調理の仕方につい。ガスこんろや調理用具の使い方「 1.家族の生活再発見2.クッキング はじめの一歩」の答え

ず
日日

せん茶

見
で

み

う
よ

の問もん題だいもやりましょう。うら社会5年東Ⅰ◯期おもて○

ににに ほんほんほん かいかいかい

かいかいかいかい

かいかい

かいかい

東経東経東経東経とうけけけいけ

北緯北緯ほく　い

国国和朝鮮民主主義人民共和国国和国和

ロシア連邦邦

中華人民共和国和国和国 大韓民国

フィリピン共和国ン台湾台

西のはし西西与那国島 南のはし南沖ノ鳥島沖沖ノ鳥島 東のはし南鳥島南鳥島

北のはし択捉島

たいわんい よ　な ぐに

え せんみんしゅしゅ ぎ　じんみん わ こくここ

か　じんみん わ こく

ぽう

だいかんみんこく おき の　とり とり

れん

日本

1707 °道道道海北海海道北海北北海北海道北北海北海道道海道いかかかほっかほっかかいかかいどどどうどうどうどうどう

本州州本本本本州本本州本州んんんほんほん四四国こくし  こくし  こし  こくくし こく州九州九九九州九州九九九九九州州州州九州九州

とうきた

しましま

じまにしにに

 わ こく

に ほん日本大陸㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐㋐

大陸㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒㋒

大陸㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓㋓

あああああああああああああああああああああ いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

大陸㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑㋑  に ほん

大大たい陸陸りく名名めいとと海海かい洋洋よう名名めいをを，， からから選選えらびましょう。びましょう。 各5〔30〕 資資し料料りょうからから読読よみみ取取とってって，，答答こたえましょう。えましょう。 各5〔50〕

㋐㋐ アフリカ 大たい陸りく ㋑㋑ ユーラシア 大たい陸りく

㋒㋒ オーストラリア大たい陸りく ㋓㋓ 北アメリカ 大たい陸りく

ああ インド洋 いい 太平洋北きたアメリカ　  アフリカ　  南みなみアメリカ　  ユーラシア大たい西せい洋よう　 　オーストラリア　 　太たい平へい洋よう　 　インド洋よう

㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚㋚

（沖縄県文化観光スポーツ部資料より）1972年（昭和47） （平成2） （令和元）80 90 2000 10 19わ0200400

60080010001200万人

ねん へい れい わ  がんせい

㋝㋝㋝㋝㋝㋝㋝㋝㋝㋝㋝ ㋞㋞㋞㋞㋞㋞㋞㋞㋞㋞㋞㋞㋞㋞

治ち水すい工こう事じで整せい理りされた揖い斐び川がわと長なが良ら川がわ

沖沖おき縄縄なわ県県けんをおとずれたをおとずれた観観かん光光こう客客きゃく数数すうの変へん化か

さとうきび

10000 2019年（令和元）※野菜・花・パイナップルは20182018年年ha80006000400020000 野菜 花 稲たばこ パイナップル動物のえさなど （農林水産省統計表ほかより）

れい わ がん

いねどう はなぶつ さいや

ねんさいや さいや さいいさいやや さい なはなははははなななななな んねんねんんん

㋛㋛㋛㋛㋛㋛㋛㋛㋛㋛㋛ ㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜㋜

海かい津づ市し内ないに残のこっている水みず屋や

沖おきおき縄なわなわ県けんけんの主おもおもな農うのう産さんさん物ぶぶつの作さくさく付づけづけ面めんめん積せきせき

日に本ほんの北きたと西にしのはしの島しまの名な前まえを書かきましょう。北きたきたのはし 択捉 島とう 西にしに のはし 与那国 島じま○○○

（　）にあう言こと葉ばを書かき，そのことがわかる資し料りょうの記き号ごうを に書かきましょう。沖おき縄なわ県けんでは，あたたかい気き候こうに合あったさとうきび の生せい産さんが最もっともさかんである。輪わ中じゅうの人ひと々びとは，水すい害がいからくらしを守まもるため，水屋 とよばれる建たて物ものを建たてた。沖おき縄なわをおとずれる観かん光こう客きゃくの数かずは，年ねん々ねん増えて※「多くなって」も可。 いる。海かい津づ市しでは，川かわの流ながれを整せい理りする大だい規き模ぼな 治水工事 が行おこなわれた。

○○○

㋜

㋛

㋞

㋝

㋕㋕㋕㋕㋕㋕ ㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖㋖

㋗㋗㋗㋗㋗㋗㋗㋗㋗㋗㋗ ㋘㋘㋘㋘㋘㋘㋘㋘㋘㋘輪わ中じゅうの様よう子す

高こう校こうのヨット部ぶ

風かぜや雨あめに強つよい現げん在ざいの家いえ

エイサーげん在ざいの沖おき縄なわの家いえは，台たい風ふうに強つよいコンクリートづくりにし，屋や根ねを平たいらにしています。沖おき縄なわには，今いまでも伝でん統とう的てきなおどりが残のこっています。

㋖

㋘

◆

かわに囲かこまれた海かい津づ市しの人ひと々びとは，昔むかしから力ちからを合あわせて堤てい防ぼうを築きずいてきました。海かい津づ市しでは，スポーツや観かん光こうで，豊ゆたかな川かわの水みずや自し然ぜんを生いかしています。

㋕

㋗

日日に本本ほんのの各各かく地地ちについてについて，，次次つぎのの話話はなしにあうにあう写写しゃ真真しんのの記記き号号ごうをを，， にに書書かきましょう。きましょう。 各5〔20〕

なまえ 組　　　　　番社会
せいしん観点別学習状況評価

点10080
達成目標点知識・技能

おもて5年

標準実施時間表　　　　　20分表・裏で　　30分6〜631学が っががが っ期ききき のまとめ出題範囲▶①世せせ 界か いの中な かな の国こ くく土どど ～⑤寒さ むさ むい土と 地ちち のくらし

Ⅰ ⃝⃝⃝東

社会5年東Ⅰ◯期うら○

終おわったら，見みなおしをしましょう。

う。5〔25〕

）

3005002001000

400

月

mm

春はる

世せ 界かいの面めん積せき・人じん口こうのベスト3！社 会

0

0°0

30

30°300000

30°30

60

60°60

60°6066

90 120 150 180 150 120 90 602 5 8 25 66

ナウルルナウウウウナナナナナナウウウ ニウエエウエウエ

日本日インドドインドドドドドインド アメリカメ カナダナナダダナダナダダダ中国中中ごくごごくロシア連邦ぽうれん

モナコバチカン市国チカチカ こくしイタリア

フランススイススイススス オーストリアオースオ ア

ほんにに

（2020/21年版 世界国勢図会より）

｛　｝の言こと葉ばで，正ただしいほうを で囲かこみましょう。日に本ほんの各かく地ち域いきごとに気き候こうのちがいが見みられるのは，国こく土どが 東とう西ざい・南なん北ぼく に長ながく， 平へい地ち・山さん地ちが多おおいためである。

○○○

各各かく地地ちのの産産さん業業ぎょうについてについて考考かんがええ，，答答こたえましょう。えましょう。 各5〔25〕

㋘

（農林水産省調べ）2019年（令和元）れい わ がん稲 麦類 大豆 野菜果物くだものいね0500

1000 ※野菜は2018年※野菜は2018年6年6は2006年2ははははは物は※果物※※※果物※果果果※※※※※果物果※果物果物ははは200600000222200620066年06年年年6年15002000ha くだや さいや さい ねんねんものも ねんね

むぎ だい さいず やるい ねん

㋙

㋖ ㋕

輪りん作さくで育そだてる作さく物もつ（北ほっ海かい道どう） 海かい津づ市しの農のう産さん物ぶつの 作さく付づけ面めん積せき

さとうきびづくり（沖おき縄なわ県けん） キャベツ畑ばたけ（群ぐん馬ま県けん嬬つま恋ごい村むら）上うえの資し料りょうにあう文ぶんの記き号ごうを， に書かきましょう。○○○

正ただしい文ぶん つに，○○をつけましょう。○○○ 日に本ほんの各かく地ちでは，気き候こうや地ち形けいを生いかした産さん業ぎょうのくふうをしている。○

日に本ほんの各かく地ちでは，気き候気気こうや地ち 形けいにちがいがないので，どこでも同おなじ農のう産さん物ぶつが生せい産さんできる。

海うみに囲かこまれた国こく土どを生いかし，全ぜん都と道どう府ふ県けんで，海うみでの漁ぎょ業ぎょうが行おこなわれている。

㋕㋕㋕㋕ 夏なつでもすずしい気き候こうを生いかし，高こう原げん野や菜さいの生せい産さんがさかんになった。㋖㋖㋖㋖ 台たい風ふうや日ひ差ざしに強つよく，高たかい気き温おんや湿しつ度どに合あった作さく物もつをつくっている。㋗㋗㋗㋗ 冬ふゆに積つもった雪ゆきを生いかして，野や菜さいをおいしく保ほ存ぞんしている。㋘㋘㋘㋘ 毎まい年としちがう作さく物もつをつくることで，作さく物もつの病びょう気きを防ふせいでいる。㋙㋙㋙㋙ うめ立たて工こう事じによって，豊ゆたかな水みずを生いかした稲いな作さくがさかんになった。

めめめめ

こ町まち

アメリカカナダ 万㎞万㎞²日本 万㎞²

123

ロシア連れん

61

面積の広い国めん せき ひろ

まんまんほんに

くに

ナウルモナコ ㎞²㎞²

123

面積のせまい国バチカ

めんせき くに

アメリカインド 億 千万人億 千万人億 千万人

123

人口の多い国ちゅうごく

日本11

じん こう おお くに

おくおくに　ほんに　ほん ぜんおく まんにんぜんぜん まんまん にんにん ナウルニウエ 千人万 千人

123

人口の少ない国バチカ

じんこう すく くに

にんせんまん

日本は夏から秋にかけて台風におそわれる。

「主体的な学習に取り組む態度」の評価に使用できます。

1  これまでの学がく習しゅうをふりかえって，をえんぴつでぬりましょう。

2  これまでの学がく習しゅうをふりかえって，もっと調しらべたいことを書かきましょう。

ふりかえろう →よくできた→できた→もう少し

学がく習しゅう問もん題だいについて予よ想そうして，目もく標ひょうや計けい画かくを立たてて学まなんだ。わからない問もんもん題だだいについて，自じ分ぶんで調しらべたり友ともだちと話はなし合あったりした。自じじ分ぶんぶんの学がくがく習し うしゅう計けけい画かくかくについてふりかえって，達たっ成せいできたかどうかたしかめた。

なまえ 組　　　　　番 せいしん

点5040
達成目標点思・判・表6〜63 標準実施時間10分

  

社会5年東Ⅰ期おもて◆

見なおしシート ばっちりワークつき おうちの方へ

おもて

組 番なまえ

うら

「１学期のまとめ」の答え
　今回は，と国土の範囲，確認しました。間違えた問題は，

都と道どう府ふ県けんパズルにちょうせんしよう

より）
）

ょう。

国 島
じま

資
し

料
りょう

の

㋜

世
せ

し
よ
う

算数

新年度のテストはルビつきで
お届けします。

TEL: 03（5229）7651

教材のポイント
はコチラ

黄色の袋で“見本”を
お届けします。

な
ま
え

せいしん

6.小
し ょ う

数
す う

のかけ算
ざ ん 組　　　　　番

64
～
78

5年 学αⅠ⑥う
ら

算数
点50

思
・
判
・
表

整
せい

数
すう

×小
しょう

数
すう

　　小
しょう

数
すう

×整
せい

数
すう

　　整
せい

数
すう

×整
せい

数
すう

100倍
ばい

　　1000倍
ばい

　　 1
100　　

1
1000

終
お

わったら，見
み

なおしをしましょう。

　

　

かけ算
ざん

のきまりを使
つか

って，小
しょう

数
すう

×小
しょう

数
すう

を

になおして計
けい

算
さん

し，答
こた

えの

6764を にしています。

1m
メートル

あたりのねだんが70円
えん

のリボンを1.5m
メートル

 
買
か

います。代
だい

金
きん

は何
なん

円
えん

になりますか。� 式・答 各5〔10〕

［式
しき

］

答
こた

え

筆
ひっ

算
さん

スペース

1m
メートル

あたりの重
おも

さが2.1k
キログラム

gのパイプがあります。
このパイプ2.6m

メートル

の重
おも

さは何
なん

k
キログラム

gですか。� 式・答 各5〔10〕

［式
しき

］

答
こた

え

1m
メートル

あたりの重
おも

さが4.7g
グラム

のはり金
がね

があります。
このはり金

がね

0.7m
メートル

の重
おも

さは何
なん

g
グラム

ですか。� 式・答 各5〔10〕

えりかさんは，3.56×1.9の計
けい

算
さん

のしかたを
下
した

のように考
かんが

えました。� 各5〔10〕

説明

［式
しき

］

答
こた

え

たて6.28m
メートル

，横
よこ

4.5m
メートル

の 
長
ちょう

方
ほう

形
けい

の面
めん

積
せき

は何
なん

;
へいほうメートル

ですか。
� 式・答 各5〔10〕

［式
しき

］

答
こた

え

えりか

3.56 × 1.9 ＝6.764
  

356 × 19 ＝6764
100倍

ばい

10倍
ばい

？

▶  えりかさんの考
かんが

えを次
つぎ

のように説
せつ

明
めい

します。
 にあてはまるものを，下

した

の から選
えら

んで 
書
か

きましょう。

代金
長さ

円だい

えん

なが

きん

メートル

重さ
長さ

2.6

おも

なが

メートル

キログラム

メートル

重さ
長さ

おも

なが

グラム

メートル

NEW

※ 学年・教科ごとに原則１部と 
させていただきます。

国語は従来通り
ルビなしですが
ルビつき※

も
ご用意できます。

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

ジャンボ ホワイト・TOSS 
ノート
スタートキット　6,000円（税込）
追加３枚セット　10,000円（税込）
特典：TOSSメモ赤　プレゼント　 
パスワード：ag3n4z

五色百人一首（クラスセット）
生徒10名用　6,600円（税込）
生徒20名用　12,100円（税込）
生徒30名用　16,500円（税込）
特典：五色百人一首一筆箋プレゼント
パスワード：yxoclw

教育技術
研究所

『教育トー
ク

ライン』＆＆

6月号
で紹介！

ソーシャルスキルかるた
スタートキット
3,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：a267jy

今月のご紹介教材

5月号
で紹介！

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2021年3月15日～6月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

とってもお得な
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一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

  2021. 41

②
ハ
ッ
ピ
ー
レ
タ
ー
に
慣
れ
た
頃
、
お
休
み
の

子
供
が
で
た
ら
「
お
休
み
の
時
に
不
安
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
人
？
」
と
問
う
。

　「
少
し
で
も
、
勇
気
づ
け
に
な
る
た
め
に
、

休
ん
だ
子
に
ハ
ッ
ピ
ー
レ
タ
ー
を
届
け
よ
う

と
思
う
の
だ
け
ど
、
ど
う
思
う
？
」と
言
う
。

③
「
た
く
さ
ん
も
ら
え
な
い
と
寂
し
い
の
で
、

班
の
人
は
全
員
、
そ
の
隣
の
班
の
人
も
全
員
、

後
は
書
き
た
い
人
が
書
い
て
ね
」
と
言
う
。

　
こ
れ
で
一
〇
枚
近
く
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。

④
給
食
の
時
間
ま
で
に
書
く
よ
う
に
す
る
。

⑤
完
成
し
た
ら
、
教
師
の
机
に
置
か
せ
る
。

⑥
誤
字
脱
字
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

⑦
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
透
明
フ
ァ
イ
ル
に
入

れ
る
（
連
絡
帳
の
手
紙
と
一
緒
に
す
る
）。

⑧
休
ん
だ
子
供
の
家
の
近
く
の
子
に
、
渡
す
よ

う
に
頼
む
。

⑨
家
に
届
く
。
子
供
が
喜
ぶ
。

実
践
後

4　
私
は
、
お
休
み
の
子
に
は
、
そ
の
日
の
夜
、

必
ず
家
に
電
話
を
す
る
。
す
る
と
、
ハ
ッ
ピ
ー

レ
タ
ー
を
も
ら
っ
た
本
人
も
喜
ん
で
い
る
が
、

お
家
の
人
も
喜
ん
で
い
る
。

　
手
紙
は
人
の
心
を
温
か
く
す
る
力
が
あ
る
。

微差力
教師の

欠
席
の
子
供
に
ハ
ッ
ピ
ー
レ
タ
ー
を

届
け
よ
う

休
ん
で
い
る
子
供
に
安
心
を
届
け
る
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う
。

大
阪
府
箕
面
市
立
豊
川
北
小
学
校

　
山や

ま

本も
と 

東は
る

矢や

対
象
学
年
・
準
備
物

1　
ど
の
学
年
で
も
可
能
・
ハ
ッ
ピ
ー
レ
タ
ー

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2　
お
休
み
し
た
子
が
寂
し
い
思
い
を
し
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
お
休
み
を
し
た
ら
「
学
校
に
行

き
に
く
い
な
あ
」
と
思
う
子
供
は
い
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
子
供
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
で
あ
る
。

　
ま
た
、
書
く
側
の
子
供
も
友
達
に
気
を
か
け

る
習
慣
が
付
く
の
が
い
い
。

　
お
互
い
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
活
動
で
あ
る
、

ポ
イ
ン
ト
・
実
践
例

3①
ま
ず
、
練
習
と
し
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
レ
タ
ー
を

隣
や
班
の
子
と
送
り
あ
う
。



2

一�

　
四
月
に
す
べ
き
こ
と
は
、
書
き
方
の
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
を
教
え
る
こ
と

　

ノ
ー
ト
指
導
に
お
い
て
、
四
月
に
す
べ
き
こ

と
は
、
こ
れ
で
あ
る
。

書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
教
え
る
こ
と

　

各
教
科
に
、
年
間
を
通
し
て
意
識
さ
せ
た
い

書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
あ
る
。
大
切
な
こ

と
は
、
子
供
た
ち
が
教
師
の
指
導
に
素
直
に
耳

を
傾
け
る
四
月
に
指
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
を
後
で
教
え
よ
う
と
し
た
ら
、
労
力
は
二

倍
、
三
倍
と
な
る
だ
ろ
う
。

二�
　
各
教
科
に
お
け
る
「
書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
」

　

書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
授

業
開
き
を
迎
え
る
ま
で
に
、
し
っ
か
り
と
確
定

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

〈
国
語
ノ
ー
ト
〉

　

国
語
で
あ
れ
ば
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
考
え
の
書
き
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ぼ
く

板書術・
ノート術

超凄腕

石
川
県
公
立
小
学
校　

岩い
わ

田た 

史し

朗ろ
う

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

四
月
の
ノ
ー
ト
指
導
で
は
、

書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
教
え
る

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
に
は
、
指
導
す
べ
き「
書
き
方
の
フ
ォ
ー
マッ
ト
」が
あ
る
。
四
月
の
ノ

ー
ト
指
導
で
は
、
そ
れ
ら
を
指
導
し
、
評
価
・
評
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

国語ノート

（
私
）
は
〜
と
考
え
る
。
理
由
は
〜
」
等
で
あ

る
。

〈
算
数
ノ
ー
ト
〉

　

算
数
で
あ
れ
ば
、
う
っ
か
り
ミ
ス
を
減
ら
す

た
め
の
ノ
ー
ト
の
書
き
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、

問
題
と
問
題
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る
こ

と
、
ミ
ニ
定
規
を
使
っ
て
線
を
引
く
こ
と
等
で

あ
る
。

〈
社
会
ノ
ー
ト
〉

　

社
会
で
あ
れ
ば
、
箇
条
書
き
で
あ
る
。
例
え

ば
、
い
く
つ
書
け
た
か
が
分
か
る
よ
う
に
番
号

を
付
け
る
こ
と
、
見
や
す
い
よ
う
に
一
行
空
け

に
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。

〈
理
科
ノ
ー
ト
〉

　

理
科
で
あ
れ
ば
、
観
察
し
た
こ
と
の
ま
と
め

方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
付
、
天
気
、
イ
ラ
ス

ト
、
分
か
っ
た
こ
と
・
気
付
い
た
こ
と
・
思
っ

た
こ
と
を
書
く
こ
と
等
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
体
験
さ
せ
る
授
業
を
、
四
月
中
に
仕
組
む

の
で
あ
る
。

三�

　
教
え
た
後
は
、
評
価
・
評
定
を
行
い
定
着

さ
せ
る

　

書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
体
感
さ
せ
た
後
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理科ノート 算数ノート社会ノート

行
す
る
と
よ
い
。
学
級
通
信
の
場
合
は
、
手
元

に
残
る
の
で
、
子
供
た
ち
が
再
度
書
き
方
の
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

評
価
・
評
定
は
、
四
月
だ
け
で
な
く
、
年
間

を
通
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
指
導
は
、
一
度
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

身
に
付
け
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
教
師

と
子
供
た
ち
と
の
根
比
べ
だ
と
思
っ
て
い
れ
ば

間
違
い
な
い
。

は
、
必
ず
こ
れ
を
行
う
。

評
価
・
評
定

　

書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト

を
決
め
、
評
価
・
評
定
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
評
価
・
評
定
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
定
着
さ
せ
る
の
で

あ
る
。

　

評
価
・
評
定
の
方
法
に
は
、
様
々
な
も
の
が

あ
る
。

　

評
価
・
評
定
の
方
法
で
一
番
基
本
的
な
も
の

は
、
授
業
中
に
評
価
・
評
定
す
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
授
業
中
に
、
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

こ
さ
せ
る
場
面
を
つ
く
る
。
そ
し
て
、
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
そ
っ
て
書
い
て
い
る
子
を
ほ
め
た

り
、「
合
格
・
不
合
格
」
を
付
け
た
り
す
れ
ば

よ
い
。

　

ま
た
、
効
果
的
な
方
法
と
し
て
、
よ
い
ノ
ー

ト
を
コ
ピ
ー
し
て
配
付
す
る
や
り
方
も
あ
る
。

配
付
す
る
際
に
、
書
き
方
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

沿
い
、
そ
の
ノ
ー
ト
の
よ
い
と
こ
ろ
を
端
的
に

話
す
の
で
あ
る
。

　

学
級
通
信
を
発
行
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

ノ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
掲
載
し
た
学
級
通
信
を
発

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ



大成功の
絵画工作
授業

4

■教材「ペーパーガーランド」に関する創造のプロセス（1）

ペ
ー
パ
ー
ガ
ー
ラ
ン
ド

つ
く
っ
た
も
の
を
並
べ
て

ひ
も
に
取
り
付
け
る

（
紙
と
ひ
も
で
つ
く
る
す
て
き
な
飾
り
）

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

　
佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

　
材
料
は
色
画
用
紙
ま
た
は
折
り
紙
。

　
は
さ
み
で
切
り
取
っ
た
も
の
を
並
べ
て
ひ
も

に
取
り
付
け
る
。

【
材
料
・
用
具
】

○
色
画
用
紙
（
八
つ
切
り
の
四
分
の
一
程
度
）

ま
た
は
折
り
紙

　
○
ひ
も
（
毛
糸
・
黒
な
ど
、

長
さ
は
約
一
メ
ー
ト
ル
）　
○
は
さ
み

　
○
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
り

　
○
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

１ 

色
画
用
紙
を
準
備
す
る
（
原
形
）

２ 

色
画
用
紙
の
へ
り
を
折
る

　
折
る
部
分
の
幅
は
一
〜
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

程
度
。
こ
の
部
分
を
ひ
も
に
か
け
る
。

３ 

色
画
用
紙
全
体
を
半
分
に
折
る

　
折
り
曲
げ
た
部
分
を
内
側
に
し
て
折
る
。

４ 

ひ
も
に
取
り
付
け
る
部
分
を
つ
く
る

1 色画用紙を準
備する（原形）

2 色画用紙の
へりを折る

3 半分に折る（折
り曲げた部分を
内側にして折
る）

5 輪郭を切り取
る（基本形）

◎この部分をひも
にかける6 さらに切り取る

（上の作品では折
り目を新たにつ
くった。そして
その折り目から
目を切り取った）

4 ひもに取り付ける
部分をつくる（内
側に折り曲げた部
分の一部を残す）（裏側）

（表側）
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■教材「ペーパーガーランド」に関する創造のプロセス（2）

５ 

輪
郭
を
切
り
取
る
（
基
本
形
）

　
輪
郭
の
形
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
、
そ

の
形
に
な
る
よ
う
に
切
り
取
る
。
思
い
浮
か
ば

な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
（
思
い
切
っ

て
）
切
り
取
っ
て
み
る
。
目
の
前
に
開
い
て
、

じ
っ
と
見
る
。

　
　

　
次
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
さ
ら
に
切
る

と
こ
ろ
は
ど
こ
か
、
そ
れ
ら
を
考
え
る
。

６ 

さ
ら
に
切
り
取
る

　
つ
く
ろ
う
と
す
る
も
の
の
形
が
思
い
浮
か
ん

だ
と
き
に
は
、
そ
の
形
に
な
る
よ
う
に
切
り
取

る
。
思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え

ず
一
部
分
を
切
り
取
っ
て
み
る
。

　
切
り
取
る
際
に
は
、
再
度
、
半
分
に
折
っ
て

か
ら
切
る
。
折
り
目
を
新
た
に
つ
く
っ
て
、
そ

の
折
り
目
か
ら
切
り
取
る
こ
と
も
で
き
る
。

７ 

複
数
つ
く
る
（
発
展
形
）

　
色
画
用
紙
で
つ
く
る
形
は
、
抽
象
的
な
も
の

（
例
／
模
様
）
で
も
、
具
体
的
な
も
の
（
例
／

顔
・
動
物
・
乗
り
物
）
で
も
よ
い
。

８ 

ひ
も
に
取
り
付
け
る

　
複
数
つ
く
っ
て
ひ
も
に
取
り
付
け
る
。

　
取
り
付
け
る
場
所
を
変
え
た
り
、
新
た
な
も

の
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

7 複数つ
くる

◎開いてじっ
と見る。

◎切り取る際には、再度、
半分に折ってから切る。

8 ひもに取り付ける。
（上の写真）

＊配置が決まった後
でのり付けする。 

（折り曲げた部分）
◎他に必要なものがあるときにはそれを加える　　  （三角形・赤など）

（発展形） 【表側】  【裏側】



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「教材採択」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

さあ、元気に始めよう！　with/ポスト：コロナ対応の

「新学期黄金の3日間」

2021
月号4

14　向山洋一氏「新学期黄金の3日間」の衝撃	 伴　一孝

15　具体的な場面を取り上げてたくさん褒める	 河田孝文

16　�失敗を「失敗」にしているのは、自分自身。 
成功するまでやれば失敗は存在しない	 小嶋悠紀

17　「ピンチはチャンス」リーダーは前向きであれ	 大井隆夫

18　楽しいことが生きる気力につながる	 吉原尚寛

19　どの子も自信をもって活躍する1人1役当番システム 	 鈴木睦子

20　コロナ禍だからこそできるイベントを考えさせよう	 太田政男

21　「あっという間の1時間」を演出する	 石坂　陽

22　年度末まで駆け抜けるための知恵	 長谷川博之

23　教師が笑顔で、楽しそうに、算数の歴史を語る	 林　健広

24　スッと授業に入る	 星野優子

25　子供が1人1台の端末を持つことで教師の役割が変わってくる	 田丸義明

26　情報セキュリティの基本の「キ」を教えよう 	 塩谷直大

27　誰一人取り残すことのない学びを実現する「学習者用デジタル教科書」の可能性
	 許　鐘萬

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 TOSS「オンライン授業技量検定」の創設＝基礎研究（４）「目線」について	 谷　和樹

1　教師の微差力　山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　岩田史朗

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第20回　A　向山洋一

No.532

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文



①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ TOSS最新セミナー情報　手塚美和
78 ◆ 全国のTOSSサークル紹介　林　健広／星野優子
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

授業が激変！　TOSS教材活用法 
クラス全員が熱中するこの教材！

54　水本和希
55　黒滝誠人
55　手塚美和
56　松﨑　力

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　小嶋悠紀
53　小柳憲司

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　許　鐘萬
58　林　健広
59　山崎克洋
60　鈴木良幸
61　A 中井　光

技術向上の法則

62　加藤雅成
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　伴　一孝
66　吉永順一
67　A 小嶋悠紀

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇

72　根本正雄

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓

社会貢献活動への 
取り組み

76　松本一樹

4・8・1月号特別企画！ 
あの高段者の国語・算数授業

40 社会 全学年1年間の学習内容と 
1時間のパーツ一覧 � 川原雅樹

41 社会 全学年各授業パーツ全発問指示&全学年 
全単元討論になる発問一覧 � 川原雅樹

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 道徳授業の「趣意説明」はこれだ！ 
� 堀田和秀

43 英語 レディネスをチェックすることが必要に 
なってくる6年生の英語指導� 笹原大輔

44
プログラ
ミング

「Scratch」を授業する① 
� 許　鐘萬

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
プログラミングの授業実践

46 国語 百人一首を更に楽しむ  
� 渡辺大祐

47 体育 今の単元を指導する中で、次の単元の指導を 
かぶせた体育の授業を組み立てる� 辻　拓也

中学校でのTOSS実践

28 分かりやすい言葉で指示し、確認し、 
褒めて学習ルールを定着させる� 鈴木恭子

30 特殊音節は低学年で徹底指導 
� 松﨑　力

32 図書館の活用方法を、 
活動を通して学ぶ� 手塚美和

34 「大きな数」の授業展開例  
� 谷　和樹

36 最初の単元だから 
ノート指導を徹底する � 木村重夫

38 絵が浮かぶように、実際の数字を 
使って例示する � 河田孝文

１
年

国語

国語

算数

算数

算数

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

算数



お得が
 いっぱい！

お試し版も
はじめました！

今すぐアクセス！

ID・パスワードなしで見られる
お試しページを開設しました。
周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。
谷編集長の濃厚すぎる5分間とてつもなく大好評！ TOSS教師Q&A

ダウンロード 
コンテンツも 
満載！

本誌 PDF データも 
ダウンロードできます！

56 ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、 
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 
　 SNS からアクセスできます。

今、ここでしか
見られない動画！

３か月の
期間限定

公開！  

トップペー
ジの下に 
あるこの 
バナーを 

クリック！

デジタルトークライン 検索http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline

購読者限定WEBサー
ビス

購読者限定WEBサー
ビス

今月のトークラインID・パスワード

h 2 i g a n
（エイチ・に・アイ・ジー・エー・エヌ）
ID：TL4 ※有効期間：

　2021年3月15日〜
　2021年6月14日

「教材採択」塩谷直大
「簡単にできるプログラミングの授業」
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回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

ＴＯＳＳの代表交代について
第20回

う
こ
と
に
、
大
き
な
感
銘
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
次
の
世
代
へ
と
仕
事
を
引
き
継
い

で
い
く
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
推
進
力
は
や
は

り
若
い
世
代
、
現
役
世
代
が
背
負
っ
て
い
く
べ

き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
新
代
表
は『
教
育
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
』編
集
長
で
も
あ
る
谷
和
樹
先
生
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
で
向
山
が
全
部
を
辞
め
て

し
ま
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
世
代
の

代
表
に
次
の
こ
と
を
託
し
、
い
わ
ば
後
見
役
と

し
て
、
仕
事
を
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
残
ら
ず
の
子
供
た
ち
に
、
よ
り
良
い
教

育
を
、
温
か
い
手
を
、
具
体
的
な
手
立
て
を
し

て
い
く
よ
う
な
教
師
集
団
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
人
一
人
が
そ
う
い
っ
た
教
師
を
目
指

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
こ
そ
が
、
教
師
に
な
っ

た
醍
醐
味
で
す
。

　

お
医
者
さ
ん
が
命
に
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
に

は
と
り
わ
け
力
を
入
れ
る
よ
う
に
、
教
師
も
困

難
な
子
供
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
力
を
注
ぎ
、
そ

の
子
た
ち
の
も
っ
て
い
る
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
謙
虚
に
、
温
か
く
、
子
供
た
ち
を
大
事

に
す
る
。
そ
う
い
っ
た
研
究
を
続
け
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

代
表
は
交
代
し
ま
し
た
が
、
私
は
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
い
て
、
次
の
新
し
い
場
所
か
ら
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
先
生
方
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
交
代
の
ご
挨
拶
を
拝
聴
し
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
な
お
考
え
が
あ
っ
た
の
か
、

ぜ
ひ
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
合
宿
」
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
代
表
交
代
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

世
代
交
代
に
つ
い
て
の
向
山
先
生
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
世
代
交
代
・
代
表
交
代
に

つ
い
て
の
お
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

推
進
力
は
や
は
り
若
い
世
代
、
現
役
世
代
が

背
負
っ
て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。
私
は
後
見
役

と
し
て
、
応
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
何
十
年
間
に
も
渡
っ
て
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
代

表
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

「
京
浜
教
育
サ
ー
ク
ル
」
と
い
う
、
京
浜
工
業

地
帯
の
一
角
に
で
き
た
若
い
教
師
た
ち
の
小
さ
な

研
究
会
が
、
こ
ん
な
に
も
大
き
く
な
り
、
全
都

道
府
県
に
ま
た
が
っ
て
、
多
く
の
先
生
方
の
お
役

に
立
ち
、
授
業
場
面
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
い

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
」
の

創
設
＝
基
礎
研
究
（
４
）「
目
線
」
に
つ
い
て

「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
目
線
」
は
簡
単
な
よ
う
で
実
は
極
め
て
難
し
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
が
始
ま
れ
ば
、

「
目
線
」
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
優
劣
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
がY

ou Tuber

な

ら
カ
メ
ラ
を
見
続
け
れ
ば
目
線
は
合
う
。
し
か
し
「
同
時
双
方
向
授
業
」
で
は
、
ま
た
別
の
要
素
が
あ
る
の
だ
。

の
子
へ
と
目
線
を
移
動
さ
せ
て
い
く
こ
と
も

で
き
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
単
に
「
カ
メ
ラ
の
レ

ン
ズ
」
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。

　

周
辺
視
野
で
Z
o
o
m
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ビ
ュ
ー
が
見
え
て
は
い
る
。
一
人
だ
け
の
生

徒
と
一
対
一
で
授
業
を
し
て
い
る
な
ら
問
題

な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
子
が
い
る
と
、
ど

の
子
が
私
を
見
て
い
る
か
瞬
時
に
は
分
か
ら

な
い
。

　
「
目
が
合
う
」
と
い
う
感
覚
が
、
教
師
側

に
な
い
の
だ
。

　

も
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
を
見
な
が
ら
、

一
人
一
人
の
目
線
や
表
情
を
確
認
す
れ
ば
、
相

手
か
ら
は
私
が
斜
め
の
方
向
を
見
て
い
る
よ

う
に
映
る
。
こ
れ
を
、
授
業
の
流
れ
の
中
で

う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
　�

な
ぜ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
「
目
線
」

が
難
し
い
の
か

　

簡
単
に
言
え
ば
、
こ
ち
ら
が
「
カ
メ
ラ
」

を
見
れ
ば
、
相
手
か
ら
見
れ
ば
目
線
が
合
っ

た
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
時
、
自
分
に
は
「
カ
メ
ラ

の
レ
ン
ズ
」
し
か
見
え
て
い
な
い
。

　

目
線
を
合
わ
せ
た
い
肝
心
の
子
供
た
ち
が
、

私
の
目
を
本
当
に
見
て
く
れ
て
い
る
か
ど
う

か
が
分
か
ら
な
い
の
だ
。

　

こ
れ
は
、
リ
ア
ル
な
教
室
と
は
決
定
的
な

違
い
で
あ
る
。

　

教
室
で
は
、
サ
ッ
と
全
体
を
見
た
だ
け
で
、

ど
の
子
が
自
分
の
方
を
見
て
い
る
か
が
瞬
時

に
分
か
る
。
そ
の
子
た
ち
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を

当
て
た
目
線
を
送
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
次

一
　�

オ
ン
ラ
イ
ン
と
教
室
で
は
、「
目
線
」

の
概
念
が
全
く
違
う

　

同
時
双
方
向
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
お
け
る

「
目
線
」
は
、
私
も
苦
手
だ
。

　

長
年
培
っ
て
き
た
教
室
で
の
そ
れ
と
は
、

全
く
違
う
か
ら
だ
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
子
供
た
ち
と
目
線
を

合
わ
せ
る
た
め
に
は
「
カ
メ
ラ
」
を
注

視
す
れ
ば
よ
い
。

　

だ
か
ら
簡
単
だ
。

　

最
初
は
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
一
年
間
、
様
々
に
試
行
し

な
が
ら
気
づ
い
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
難
し
い
。

オピニオン

今  教育界で起こっていること
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巻 頭 論 文

①�

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
自
分
の
顔
を

見
せ
る

　

こ
れ
は
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

　

私
の
よ
う
に
Ｏ
Ｂ
Ｓ
を
使
う
方
法
も
あ
る

が
、
最
近
で
は
、
簡
便
な
ソ
フ
ト
が
他
に
も

た
く
さ
ん
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
試
み
て
ほ
し
い
。

②
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ビ
ュ
ー
を
生
徒
に
見
せ
る

　

こ
の
設
定
に
す
る
だ
け
で
、
子
供
た
ち
は

「
あ
あ
、
先
生
が
見
て
い
る
な
」
と
感
覚
的

に
分
か
る
。
機
器
の
設
定
が
面
倒
な
の
で
、

無
理
に
実
現
す
る
必
要
は
な
い
が
、
も
し
可

能
な
ら
効
果
は
非
常
に
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
設
定
で
「
◯
◯
く
ん
、
い
い
反
応
だ

ね
」
の
よ
う
に
、
時
折
子
供
た
ち
の
状
態
を

描
写
し
て
あ
げ
る
と
よ
い
。

③
呼
び
か
け
て
か
ら
、
カ
メ
ラ
を
見
る

「
そ
れ
で
は
、◯
◯
さ
ん
」
と
か
「
皆
さ
ん
」

の
よ
う
に
呼
び
か
け
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ビ
ュ
ー
で
相
手
が
こ
ち
ら
を
見
た
と
思
っ
た

瞬
間
に
カ
メ
ラ
を
見
れ
ば
、
相
手
か
ら
見
て

目
が
合
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
目
線
も
、
奥
が
深
い
。

　

上
は
、
最
近
の
大
学
の
授
業
に
お
け
る
、

私
の
画
面
設
計
で
あ
る
。

　

私
の
場
合
、
O
B
S（O
pen Broadcaster 

Softw
are

）※
を
使
っ
て
、
私
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ビ
ュ
ー
を
学
生
た
ち
に
も
見
せ
て
い
る
。
左

上
に
教
材
や
資
料
を
同
時
に
提
示
す
る
こ
と

も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
資
料
を
大
き
く
見
せ

る
場
面
や
、
自
分
だ
け
が
映
る
場
面
な
ど
、

目
的
に
応
じ
て
見
せ
方
は
使
い
分
け
る
。

　

こ
う
し
た
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
同
時
双
方
向

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
た
の
は
、
お
そ

ら
く
私
が
最
初
だ
と
思
う
。
今
で
は
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
の
多
く
が
、
こ
う
し
た
工
夫

を
普
通
に
実
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
上
の
画
面
の
瞬
間
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
。
私
は
学
生
た
ち
の
表
情
を
見
な
が

ら
微
笑
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
目
が
合
っ
て

い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
こ
こ
が
難
し
い

点
だ
。

　

ポ
イ
ン
ト
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
が
違
う
の
で
、

全
て
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　

皆
さ
ん
の
機
器
の
環
境
に
合
わ
せ
て
、
可

能
な
範
囲
で
試
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
　�

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
で
き
る
だ
け
「
目

線
」
を
合
わ
せ
る
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と

技
術

※ �O
BS Project

が
開
発
し
た
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
際
に
使
用

す
る
Ｐ
Ｃ
用
の
ソ
フ
ト
。
映
像
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
デ
バ
イ
ス

や
ク
ロ
マ
キ
ー
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
活
用
で
き
る
機

能
が
多
い
。
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新
学
期

新
学
期

コ
ロ
ナ
対
応
の

イ
ラ
ス
ト
：
柳
岡
紋
佳

黄
金
黄
金  
３３
日
間
日
間

with/with/
ポストポスト

さ
あ
、元
気
に
始
め
よ
う
！

こ
れ
が
原
点
：
向
山
氏
の
「
新
学
期
黄
金
の
３
日
間
」
の
実
践

「
今
年
の
先
生
、
頼
り
に
な
る
！
」
出
会
い
の
語
り

三
密
を
避
け
、
新
年
度
活
発
に
活
動
す
る
「
当
番
・
係
」
シ
ス
テ
ム
の
工
夫

と
っ
て
お
き
「
出
会
い
の
授
業
」
〜
子
供
の
心
を
わ
し
づ
か
み

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
時
代
の
黄
金
の
３
日
間
準
備

2021 年
4 月号
特集
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３
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一

　

昨
年
度
は
「
コ
ロ
ナ
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
終

始
し
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年
度
も
不
透
明
で
す
。

　

極
め
て
シ
ビ
ア
な
状
況
を
く
ぐ
り
抜
け
て
き

た
一
年
間
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
経
験
か
ら

の
学
び
も
ま
た
、
大
き
い
も
の
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
依
然
と
し
て
猛
威
を
振
る
う
に
せ

よ
、
収
束
に
向
か
う
に
せ
よ
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
私
た
ち
は
仕
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

こ
の
一
年
間
を
、
価
値
あ
る
も
の
に
。

　

そ
の
た
め
に
知
恵
を
集
め
、
行
動
に
移
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

二

　

第
一
に
重
要
な
の
は
、「
黄
金
の
三
日
間
」

の
基
本
原
理
で
す
。
原
点
で
あ
る
向
山
氏
の
実

践
に
戻
る
こ
と
で
す
。
氏
は
「
三
つ
の
安
定
」

が
必
要
だ
と
言
い
ま
す
。

１　

子
供
と
の
つ
な
が
り
の
安
定

２　

学
習
の
安
定

３　

生
活
の
安
定

１　

子
供
と
の
つ
な
が
り
の
安
定

　

新
し
く
担
任
に
な
っ
た
先
生
の
こ
と
を
、
子

供
た
ち
が
好
き
に
な
ら
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま
せ

ん
。
次
の
こ
と
が
必
須
で
す
。

①　

子
供
た
ち
の
名
前
を
覚
え
る

②　

名
前
を
呼
ん
で
褒
め
る

　

コ
ロ
ナ
で
子
供
も
保
護
者
も
不
安
で
す
。

　

不
安
を
和
ら
げ
る
「
出
会
い
の
語
り
」
も
重

要
で
し
ょ
う
。
語
り
か
け
た
い
言
葉
を
ノ
ー
ト

に
書
き
出
し
、
具
体
的
に
準
備
し
て
お
き
ま
す
。

２　

学
習
の
安
定

　

第
二
に
、
各
教
科
の
出
会
い
の
授
業
で
す
。

　

知
的
で
、
熱
中
す
る
授
業
を
用
意
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、「
授
業
中
の
約
束
」
も
自
然
に

教
え
ま
す
。

①　

指
名
な
し
発
表
の
方
法

②　

ノ
ー
ト
の
書
き
方

③　

板
書
の
さ
せ
方

④　

話
し
合
い
の
方
法

⑤　

そ
の
他

　

い
ず
れ
も
「
三
密
」
を
防
ぐ
方
法
で
展
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３　

生
活
の
安
定

　

第
三
に
、ま
ず
は
「
当
番
と
係
」。同
じ
く
「
三

密
」
を
防
ぎ
な
が
ら
掃
除
、
給
食
を
ス
ム
ー
ズ

に
し
た
い
。
係
活
動
も
活
性
化
さ
せ
た
い
。

　

昨
年
に
蓄
積
さ
れ
た
様
々
な
知
恵
の
中
か
ら
、

選
り
す
ぐ
り
の
工
夫
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

三

　

そ
し
て
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
が
本
格
導
入

さ
れ
ま
す
。
な
に
か
特
別
に
研
究
的
な
こ
と
を

す
る
の
で
は
な
く
、
日
常
の
授
業
で
一
人
一
台

を
使
い
こ
な
す
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
準
備
も
、
黄
金
の
三
日
間
の
中

で
目
配
り
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

「
個
別
最
適
な
学
び
」
に
対
応
し
た
活
用
の
コ

ツ
に
も
、
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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向
山
洋
一
氏
の
「
新
学
期
黄
金
の
三
日
間
」
の
指
導
が

初
め
て
公
開
さ
れ
た
の
は
一
九
九
五
年
七
月
で
あ
る
。

『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌
の
臨
刊
巻
頭
論
文
だ
っ
た
。
向

山
氏
が
一
九
九
二
年
に
雪
谷
小
学
校
で
担
任
し
た
五
年
生

へ
の
指
導
で
あ
る
。
指
導
当
時
向
山
氏
は
四
八
歳
。
大
手

企
業
と
の
教
材
開
発
が
始
ま
り
、
怒
濤
の
う
ね
り
が
生
じ

て
い
た
頃
だ
。
殺
人
的
な
忙
し
さ
だ
っ
た
。

向
山
氏
は
子
供
た
ち
に
九
つ
の
事
を
話
し
て
い
る
。
記

述
は
実
際
の
「
や
り
取
り
」
の
ス
タ
イ
ル
だ
。
そ
の
ま
ま

追
試
出
来
る
。
何
度
も
マ
ネ
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

①
最
初
の
こ
と
ば

②
担
任
の
自
己
紹
介

③
質
問
を
う
け
る

④
正
確
に
言
う
こ
と
を
教
え
る

⑤
言
葉
を
限
定
す
る
こ
と
を
教
え
る

⑥
人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
を
話
す

⑦
人
間
の
可
能
性
、
す
ば
ら
し
さ
を
話
す

⑧
基
本
ル
ー
ル
を
話
す

⑨
具
体
的
ル
ー
ル
を
決
め
る

Ｂ
５
版
で
六
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
こ
の
論
文
は
、
ぜ
ひ
原
版

で
読
ん
で
欲
し
い
。
当
時
は
、
誰
も
こ
の
様
な
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
は
発
表
出
来
な
か
っ
た
。
教
育
界
全
体
に
、
無
手
勝

つ
の
我
流
指
導
が
蔓
延
し
て
い
た
（
今
も
そ
う
か
）。「
モ

デ
ル
」
が
示
せ
無
い
の
だ
か
ら
当
然
だ
。
こ
の
一
事
を

採
っ
て
も
、
向
山
氏
の
仕
事
が
「
革
命
」
だ
っ
た
と
分
か

る
。こ

こ
で
は
①
だ
け
を
抜
粋
し
よ
う
。

担
任
が
最
初
に
口
に
出
す
こ
と
ば
は
明
確
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ほ
ん
の
少
し
の
あ
い
ま
い
さ
を
残
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
第
一
声
で
、
担
任
の
力
量
が
評
価
さ
れ
る
の

で
す
。

ま
た
、
ほ
ん
の
少
し
の
ゆ
る
み
を
見
逃
さ
な
い
こ

と
で
す
。

ど
な
っ
て
は
駄
目
で
す
。
凛
と
し
て
言
う
の
で
す
。

お
だ
や
か
だ
が
、
毅
然
と
し
た
態
度
が
必
要
で
す
。

向
山　

見
て
い
る
教
科
書
を
閉
じ
な
さ
い
。

　

�　

こ
れ
か
ら
、
み
ん
な
と
の
生
活
が
は
じ
ま
り
ま
す
か

ら
、
い
く
つ
か
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
す
を
き
ち
ん
と
入
れ
て
下
さ
い
。

　
（
指
示
を
聞
か
な
い
子
を
、
名
前
を
言
っ
て
軽
く
注
意

し
ま
す
）〈
以
下
略
・
伴
〉

　

何
度
読
ん
で
も
格
好
良
い
。
都
会
的
精
錬
の
極
み
！

向山洋一氏「新学期黄金の３日間」の衝撃
　「黄金の３日間」に教師は全精力を注ぐ。当時、教育技術の法則化運動の中で、有
田和正氏を始めとするスター教師達が、向山氏の主張に賛同した。しかし、子供た
ちに具体的に何をどう語るのか。それを示す教師は居なかっ
た。恐らく仕方なく、５年目にして向山氏は自身の実践を公
表した。いつでも出せたはずなのに「待った」のである。向
山氏の「やまなし」実践記録同様、これは「垂涎もの」の実
践公開だった。その衝撃は、今も忘れない。

T-Tuber（元長崎県教諭）　伴
ばん

　一
かず

孝
たか

これが原点：向山氏の
「新学期黄金の
３日間」の実践
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始
業
式
で
の
担
任
発
表
が
終
わ
り
、
子
供
た
ち
と
一
緒

に
教
室
ま
で
帰
っ
た
直
後
の
話
で
あ
る
。

　
先
生
と
み
な
さ
ん
は
、
は
じ
め
て
出
会
い
ま
し
た
。

　
先
生
は
、
〇
〇
小
学
校
の
子
供
た
ち
と
の
出
会
い
を

と
っ
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
全
校
の
み
ん
な
は
、
一
人
残
ら
ず
笑
顔
で
し
た
。
で
も
、

誰
も
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
は
、

「
あ
ぁ
、
立
派
な
学
校
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
特
に
静
か
だ
っ
た
の
が
、
二
年
二
組
で
す
。

　
と
て
も
い
い
学
級
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
教
室
に
帰
る
途
中
、
図
書
室
の
前
で
止
ま
り
ま
し
た
ね
。

新
し
い
教
科
書
を
持
っ
て
い
く
た
め
で
す
。

　
前
か
ら
八
人
に
頼
ん
で
教
科
書
を
運
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
み
ん
な
「
は
い
っ
」
と
言
い
な
が
ら
笑
顔
で
抱
え
、

図
書
室
を
出
て
行
き
ま
し
た
。
後
か
ら
追
い
付
い
て
先
生

が
教
室
に
入
る
と
、
み
ん
な
静
か
に
席
に
着
い
て
い
ま
し

た
。
運
ん
で
く
れ
た
教
科
書
は
、
前
の
机
の
上
に
き
れ
い

に
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
き
ち
ん
と
し
、
他
の
人
の
た

め
に
な
る
こ
と
を
進
ん
で
で
き
る
立
派
な
子
供
た
ち
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
年
生
に
な
っ
た
み
ん
な

の
や
る
気
が
ビ
ン
ビ
ン
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
先
生
は
「
と
て
も
い
い
学
級
を
担
任
さ
せ
て
も
ら
っ
た

な
」
と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な
と
こ
れ
か
ら
頑
張
る
一
年

間
が
と
て
も
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
次
の
文
を
一
行
ず
つ
板
書
し
た
。

か
わ
い
い
子
が
　
い
っ
ぱ
い
！

わ
ら
い
が
　
い
っ
ぱ
い
！

た
の
し
い
こ
と
が
　
い
っ
ぱ
い
！

た
く
さ
ん
　
べ
ん
き
ょ
う
も
　
す
る
！

か
っ
こ
い
い
子
も
　
い
っ
ぱ
い
！

ふ
じ
さ
ん
よ
り
も
　
日
本
一
！

み
ん
な
な
か
よ
し
の
　
ク
ラ
ス
に
　
し
た
い
！

「
先
生
の
名
前
分
か
っ
た
人
？
」

「
は
い
」「
は
い
」「
は
い
」
方
々
か
ら
手
が
挙
が
っ
た
。

「
か
わ
た
た
か
ふ
み
！
」

「
先
生
を
付
け
て
ね
」

「
か
わ
た
た
か
ふ
み
せ
ん
せ
い
～
」

　
各
行
の
一
文
字
目
を
丸
で
囲
ん
で
言
っ
た
。

「
河
田
孝
文
先
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
い
っ
ぱ
い

勉
強
し
て
、
い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
、
楽
し
い
ク
ラ
ス
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　
出
会
い
の
語
り
は
、
子
供
た
ち
を
褒
め
る
こ
と
を
一
番

に
し
た
い
。
具
体
的
な
場
面
を
取
り
上
げ
て
。
そ
の
た
め

に
は
、
出
会
い
の
場
面
か
ら
し
っ
か
り
子
供
た
ち
を
見
て

褒
め
る
材
料
を
見
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具体的な場面を 
取り上げてたくさん褒める
出会いは、ドラマティックに！　「先生に担任してもらえて
よかった」と思われるように、そのためには出だしから子
供たちを褒めることである。できるだけ具体的に。そのた
めに一人一人の子供の様子をしっかり見て褒める準備をし
ておかなければならない。

「今年の先生、
頼りになる！」
出会いの語り
小学校 低学年

山口県下関市立王喜小学校　河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ
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子
供
た
ち
と
の
出
会
い
で
、
次
の
よ
う
に
語
り
を
し
ま

す
。

＊
　
＊

　
＊

　
出
会
い
に
当
た
っ
て
、
大
切
な
話
を
お
話
を
し
ま
す
。

先
生
は
、

「
失
敗
は
存
在
し
な
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
本
当
で
し
ょ
う
か
。

　
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
パ
ス
ミ
ス
を
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
で
間
違
え
た
音
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
れ
ら
は
正
直
失
敗
だ
な
と
思
う
人
は
、
手
を
挙
げ
て

ご
ら
ん
。（
多
数
が
手
を
挙
げ
る
）

　
そ
う
思
い
ま
す
ね
。

　
そ
の
場
面
だ
け
を
切
り
取
れ
ば
失
敗
で
し
ょ
う
。

　
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
た
つ
も
り

で
先
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
パ
ス
ミ
ス
を
し
た
男
の
子
。

　
そ
の
パ
ス
ミ
ス
を
何
回
も
思
い
出
し
、
同
じ
よ
う
な
こ

と
は
し
な
い
と
練
習
を
し
ま
し
た
。

　
す
る
と
パ
ス
の
精
度
が
上
が
っ
て
、
次
々
に
試
合
で
い

い
パ
ス
を
す
る
名
選
手
に
な
り
ま
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
で
間
違
え
た
音
を
出
し
て
し
ま
っ
た

女
の
子
。

　
そ
の
経
験
を
も
と
に
指
づ
か
い
を
一
生
懸
命
練
習
し
て
、

演
奏
自
体
が
と
て
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
も
う
一
度
聞
き
ま
す
。

　
最
初
の
二
つ
の
出
来
事
は
「
失
敗
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

　（
多
く
の
子
供
が
違
う
と
言
う
）

　
そ
う
で
す
ね
。

　
そ
れ
が
起
こ
っ
た
時
に
、
「
も
う
い
い
や
」
と
何
も
し

な
け
れ
ば
、「
失
敗
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

　
失
敗
は
そ
の
先
へ
進
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
失
敗
か
も
」
と
思
っ
た
時
が
分
か
れ
目
で
す
。

　
そ
の
時
に
、

「
次
に
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
た
ら
い
い
か
な
？
」

と
考
え
る
こ
と
で
す
。

　
す
る
と
、
そ
れ
は
「
失
敗
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
成
功
す
る
た
め
の
「
一
つ
の
階
段
」
に
な
り
ま
す
。

　
一
つ
一
つ
の
出
来
事
を
「
失
敗
に
す
る
か
ど
う
か
」
は
、

そ
う
や
っ
て
、
自
分
で
決
め
て
い
る
の
で
す
。

　
成
功
す
る
ま
で
や
る
「
一
つ
の
階
段
」
に
し
て
し
ま
え

ば
、
そ
の
人
の
人
生
に
は
「
失
敗
」
が
存
在
し
な
く
な
る

の
で
す
。

　
先
生
と
君
た
ち
●
組
の
皆
さ
ん
で
つ
く
っ
て
い
く
一
年

が
始
ま
り
ま
す
。

　「
失
敗
」
が
存
在
し
な
い
一
年
に
な
れ
ば
、
君
た
ち
は

そ
の
考
え
方
を
一
生
使
っ
て
い
け
ま
す
。

　
一
緒
に
頑
張
っ
て
、
一
年
間
を
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

失敗を「失敗」にしているのは、 
自分自身。成功するまでやれば 
失敗は存在しない
子供たちのやる気に火をつける珠玉の語り。

「今年の先生、
頼りになる！」
出会いの語り
小学校 中学年

長野県長野市川田小学校　小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き
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新
年
度
、
大
切
な
の
は
、
方
針
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
。
先
の
こ
と
は
見
通
せ
な

い
。
だ
が
、
普
遍
的
な
こ
と
も
あ
る
。

　

普
遍
的
な
こ
と
と
、
新
た
に
加
わ
る
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

を
軸
に
語
り
を
組
み
立
て
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、「
逆
境
を
ば
ね
に
世
界
は
、
大
き
く
成

長
し
て
き
た
」
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

未
来
を
明
る
く
灯
す
の
も
、
教
師
の
大
切
な
仕
事
の
一

つ
で
あ
る
。
以
下
、
実
際
の
語
り
で
あ
る
。

＊　

＊　

＊

　
〇
年
生
、
進
級
お
め
で
と
う
。

　
〇
年
生
は
、
高
学
年
で
す
。

　
高
学
年
は
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　
み
な
さ
ん
が
、
挨
拶
を
頑
張
れ
ば
、
下
級
生
も
挨
拶
を

頑
張
り
ま
す
。

　
ま
た
、
掃
除
を
進
ん
で
取
り
組
め
ば
、
下
級
生
も
掃
除

を
進
ん
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
〇
〇
小
学
校
の
お
手
本
な
の
で
す
。

　
今
ま
で
は
、
高
学
年
の
姿
を
見
せ
る
機
会
が
、
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
歓
迎
遠
足
。
運
動
会
。
プ
ー
ル
掃
除
。
学
習
発
表
会
。

　
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
今
年
は
そ
れ
ら
の
行
事

が
あ
る
か
ど
う
か
、
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
時
で
す
か
ら
、
ど
こ
で
高
学
年
の
姿
を
見
せ
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
で
す
。

　
日
常
で
す
ね
。

　
挨
拶
や
掃
除
と
い
っ
た
日
常
こ
そ
、
全
力
を
尽
く
し
ま

し
ょ
う
。

　
様
々
な
行
事
。

　
も
し
か
し
た
ら
復
活
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
ま
で
と
違
い
、
よ
り
簡
単
な
も
の
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
の
出
番
も
ぐ
っ
と
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
時
こ
そ
、
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
〇
〇
小
学
校
の
新
た
な
文
化
を
創
る
機
会
な
の
で
す
。

　
昔
、
外
国
で
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
い
っ
て
、
今
の
コ

ロ
ナ
の
よ
う
に
病
気
が
流
行
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
流
行
の
後
は
、
み
ん
な
の
知
っ
て
い
る
有
名
な
絵
の
、

「
モ
ナ
・
リ
ザ
」
を
代
表
と
す
る
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と

呼
ば
れ
る
新
た
な
文
化
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　
そ
う
で
す
。

　
今
こ
そ
、
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

　
み
ん
な
で
一
年
間
一
緒
に
頑
張
っ
て
、
〇
〇
小
学
校
の

新
た
な
文
化
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

「ピンチはチャンス」 
リーダーは前向きであれ
世界は逆境をバネに大きく伸びてきたことを教え、
子供たちに新年度の喜びと意欲を鼓舞する語りである。 「今年の先生、

頼りになる！」
出会いの語り

小学校 高学年

福岡県北九州市立高須小学校　大
おお

井
い

 隆
たか

夫
お



楽しいことが 
生きる気力につながる
人間の生きていく気力を育てるために、 
楽しいイベントを仕掛けていく。 「今年の先生、

頼りになる！」
出会いの語り

中学校

千葉県匝瑳市立野栄中学校　吉
よし

原
わら

 尚
なお

寛
ひろ
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黄
金
の
三
日
間
で
「
子
供
た
ち
と
の
つ
な
が
り
の
安

定
」
を
生
み
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
生
徒
と
過
ご
す

時
間
を
増
や
す
だ
け
で
は
、
つ
な
が
り
は
生
ま
れ
な
い
。

学
級
で
起
き
る
様
々
な
問
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
も
つ

な
が
り
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の

学
級
で
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
学

級
で
も
で
き
る
「
つ
な
が
り
を
生
む
実
践
」
と
は
何
か
。

そ
れ
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

先
生
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
楽
し
い
こ
と
を
た
く
さ

ん
し
ま
す
。
で
も
、
楽
し
い
だ
け
で
は
だ
め
で
す
。

そ
の
活
動
で
ど
れ
だ
け
み
ん
な
が
力
を
付
け
た
の
か
。

そ
れ
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

黄
金
の
三
日
間
の
う
ち
に
会
社
活
動
（
生
徒
が
自
由
に

企
画
で
き
る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
中
心
と
し
た
係
活

動
）
を
開
始
す
る
。
生
徒
が
企
画
し
、
私
が
司
会
を
し
て

楽
し
い
活
動
を
仕
掛
け
る
。
こ
れ
が
例
示
と
な
る
。

　

ビ
ン
ゴ
大
会
、
毎
朝
ク
イ
ズ
、
観
光
Ｃ
Ｍ
（
学
年
）
作

成
、
Ｈ
Ｐ
作
成
、
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
生
徒
会
選

黄
金
の
三
日
間
の
う
ち
に
仕
掛
け
た
い
こ
と

１

イ
ベ
ン
ト
で
学
級
の
力
を
付
け
る

２

挙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
オ
ー
ル
リ
レ
ー
記
録
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

立
志
式
、
学
級
旗
作
り
、
本
気
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど
、
私
は

半
年
間
で
様
々
な
学
級
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。
中
に

は
計
画
中
に
延
期
・
中
止
し
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、

大
切
な
の
は
、
生
徒
た
ち
が
自
分
で
企
画
し
、
行
お
う
と

し
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　

二
学
期
最
終
日
、
二
時
間
の
学
級
レ
ク
を
行
っ
た
。

　

終
了
後
「
三
学
期
は
会
社
活
動
で
も
レ
ク
を
や
り
ま

す
！
」
と
宣
言
し
た
男
子
生
徒
多
数
。
支
援
級
の
女
子
は

「
先
生
、
本
当
に
レ
ク
楽
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
丁
寧
に
お
礼
を
言
い
に
来
た
。

　

向
山
氏
の
言
葉
と
つ
な
が
っ
た
。

　

努
力
す
る
こ
と
、
工
夫
す
る
こ
と
、
責
任
を
も
つ

こ
と
、
協
力
す
る
こ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
楽
し
い

活
動
の
中
で
学
ば
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

い
つ
か
は
、
苦
し
い
こ
と
に
耐
え
る
こ
と
も
教
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、「
楽
し
い

こ
と
の
中
で
身
に
付
け
た
」
後
に
く
る
べ
き
で
あ
る
。

（『
新
版　

子
供
と
付
き
合
う
法
則
』

向
山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

　

私
は
、
す
ぐ
に
苦
し
い
事
を
生
徒
に
課
し
て
し
ま
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
現
代
で
、
楽
し
い
活
動
の
中
に
こ
そ
、
本
当

の
成
長
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
実
感
し
た
。
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　「
や
り
た
い
」
を
「
で
き
る
」
に
変
え
、
自
信
を
も
っ

て
活
躍
さ
せ
る
の
が
一
人
一
役
当
番
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
一
人
一
人
仕
事
が
異
な
る
の
で
、

接
触
す
る
機
会
も
少
な
く
安
心
で
あ
る
。

　
当
番
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

一
、
何
を
す
る
の
か
明
確
に
す
る
。

二
、
誰
が
す
る
の
か
明
確
に
す
る
。

三
、
最
終
責
任
者
を
決
め
る
。

（『
向
山
洋
一
全
集
①
』向
山
洋
一
著

　
明
治
図
書
）

　
仕
事
は
細
分
化
し
て
示
す
。
窓
係
な
ら
「
朝
、
教
室
の

窓
の
、
前
二
つ
を
開
け
る
」
な
ど
、
時
や
場
所
、
数
、
行

動
な
ど
を
細
か
く
示
す
。
子
供
は
い
つ
、
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
分
か
り
、
安
心
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
当
番
も
係
と
呼
ん
で
い
る
）。

　
当
番
は
、
子
供
の
数
だ
け
つ
く
る
。
私
は
「
朝
の
会
」

係
を
つ
く
っ
て
い
る
。
挨
拶
、健
康
観
察
、持
ち
物
チ
ェ
ッ

ク
、
宿
題
連
絡
の
四
人
を
決
め
る
。
毎
日
同
じ
仕
事
を
す

る
の
で
、担
任
が
い
な
く
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
。「
で

分
か
る

１

で
き
る

２

き
る
」
の
積
み
重
ね
が
、
子
供
の
自
信
を
生
み
出
す
。

　
子
供
を
褒
め
る
た
め
に

「
当
番
マ
グ
ネ
ッ
ト
表
」
を

作
っ
て
い
る
。
両
面
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
に
、
児
童

名
と
当
番
名
、
仕
事
内
容

を
書
い
た
も
の
を
貼
る
。

裏
に
は
、
人
数
分
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
が
そ
ろ
う
と
完
成

す
る
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト
を

貼
る
。
子
供
は
、
仕
事
を

終
え
た
ら
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

裏
返
す
。
す
る
と
一
つ
の

イ
ラ
ス
ト
が
出
来
上
が
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
並
べ
方
。
一
日
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
当

番
を
並
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
仕
事
を
忘
れ
て
い

る
子
供
を
す
ぐ
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
人
で
も
裏
返
し
て
い
な
い
と
イ
ラ
ス
ト
が
完
成
し
な

い
た
め
、
子
供
は
自
然
と
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
よ
う

に
な
る
。
教
師
は
カ
ー
ド
を
裏
返
し
た
子
供
を
褒
め
る
だ

け
で
い
い
。
子
供
が
協
力
し
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

褒
め
ら
れ
る

３

どの子も自信をもって活躍する 
1人1役当番システム

「分かる」「できる」「ほめられる」で、どの子も楽しく、 
協力して仕事ができる。 三密を避け、

新年度活発に活動する
「当番・係」システムの

工夫
低学年

愛知県岡崎市立細川小学校　鈴
すず

木
き

　睦
むつ

子
こ
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１	

新
し
い
日
本
の
動
き
を
反
映
さ
せ
る

　

係
の
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
」
が
重
要
で
あ
る
。

　
「
会
社
」「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、

子
供
の
心
を
と
ら
え
る
。
飼
育
係
な
ら
「
水
族
館
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、
新
聞
係
な
ら
「
情
報
プ
レ
ス
」「
エ
コ
プ
レ

ス
」
と
す
る
だ
け
で
活
動
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
。

　

さ
ら
に
、
向
山
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

今
の
私
な
ら
「
脳
ト
レ
、
ペ
ー
パ
ー
チ
ャ
レ

ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
未
来
の
観
光
株
式
会
社
」

「
夢
実
現
探
求
プ
レ
ス
」「
日
本
一
チ
ャ
レ
ラ
ン

の
観
戦
グ
ル
ー
プ
」
な
ど
を
作
る
だ
ろ
う
。

　

教
育
実
践
に
、
常
に
「
新
し
い
日
本
の
動
き
」

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
あ
る
。

�
（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』

　

二
〇
〇
八
年
四
月
号
十
一
ペ
ー
ジ
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
現
在
な
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

私
が
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
は
こ
れ
だ
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

　

三
密
に
な
る
か
ら
「
係
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
ら
な
い
」
の

で
は
な
く
、「
ど
う
し
た
ら
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
か
」
を

子
供
た
ち
に
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ま
い
と
世
界
中
の
人
々
が
知
恵
を

絞
り
、
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
も
ニ
ュ
ー

ス
等
で
た
く
さ
ん
の
情
報
を
見
聞
き
し
て
い
る
は
ず
だ
。

　

そ
う
し
た
知
恵
を
自
分
た
ち
の
係
の
イ
ベ
ン
ト
に
反
映

さ
せ
た
い
。
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
／
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
時
代
だ
か

ら
で
き
る
、
係
活
動
の
動
き
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

２	

「
成
功
体
験
」
に
す
る
た
め
の
準
備
を
す
る

　
「
係
活
動
」
で
、
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。

「
成
功
体
験
」
を
味
わ
わ
せ
る
。

　

係
活
動
を
通
し
て
「
子
供
に
計
画
を
立
て
さ
せ
、
実
行

さ
せ
る
」
こ
と
も
、
成
功
体
験
に
つ
な
が
る
重
要
な
教
育

活
動
で
あ
る
。

　

新
年
度
の
早
い
う
ち
に
子
供
た
ち
に
「
計
画
」「
実
行
」

さ
せ
る
た
め
に
は
、
教
師
の
計
画
と
準
備
が
必
要
だ
。

　

活
動
に
必
要
な
「
場
所
・
時
間
・
物
」
を
ど
う
確
保
す

る
の
か
、
春
休
み
中
に
ノ
ー
ト
に
書
き
出
し
て
お
く
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
実
践
を
教
室
か
ら
発
信
し
た
い
。

コロナ禍だからこそできる 
イベントを考えさせよう
係活動に「新しい日本の動き」を 
反映させることも大事な教師の仕事である。

島根県川本町立川本小学校　太
おお

田
た

 政
まさ

男
お

三密を避け、
新年度活発に活動する

「当番・係」システムの
工夫
高学年
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光
村
図
書
の
国
語
教
科
書
の
冒
頭
に
、「
と
び
ら
詩
」

が
あ
る
。
こ
の
詩
を
出
会
い
の
授
業
で
扱
う
。

　
ま
ず
、
次
々
と
音
読
を
さ
せ
る
。

①�

追
い
読
み
（
一
行
ず
つ
先
生
の
後
に
つ
い
て
読
み

ま
す
）

②�

一
文
交
代
読
み
（
一
行
ず
つ
先
生
と
交
代
で
読
み

ま
す
）

③�

男
女
交
代
読
み（
一
行
ず
つ
男
女
交
代
で
読
み
ま
す
）

④�

た
け
の
こ
読
み（
読
み
た
い
行
で
立
っ
て
読
み
ま
す
）

⑤�

ス
ピ
ー
ド
読
み
（
全
員
起
立
。
で
き
る
だ
け
速
く

読
み
ま
す
。
読
み
終
わ
っ
た
ら
座
り
ま
す
。
先
生

と
勝
負
で
す
）

⑥
一
人
読
み
（
一
行
ず
つ
一
人
で
読
み
ま
す
）

　
⑤
は
、
三
回
行
う
。
三
回
目
に
は
、
教
師
は
敢
え
て
若

干
ゆ
っ
く
り
読
む
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
教
師
よ
り
速
く

読
ん
で
座
る
こ
と
が
で
き
、「
や
っ
た
！
」
と
声
を
あ
げ

る
子
供
が
続
出
す
る
。「
す
ら
す
ら
と
速
く
読
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
褒
め
る
。
⑥
で
は
、
は
き
は
き
読

め
る
子
供
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。「
よ
し
！
」「
上
手
！
」

と
一
人
一
人
を
褒
め
る
。

　
次
に
、
ノ
ー
ト
に
詩
の
読
み
取
り
を
さ
せ
る
。「
一
字

読
解
」
で
あ
る
。
次
々
と
発
問
し
、
ノ
ー
ト
に
答
え
を
書

か
せ
る
。
例
え
ば
、次
の
よ
う
な
発
問
が
考
え
ら
れ
る
（
光

村
図
書
六
年
『
創
造
』
の
と
び
ら
詩
）。

①
題
名
は
何
で
す
か
。

②�

船
や
飛
行
機
は
何
か
ら
生
ま
れ
ま
す
か
。
五
文
字

で
書
き
な
さ
い
。

③�

一
ま
い
の
紙
か
ら
何
が
生
ま
れ
ま
す
か
。「
□
□

や
○
○
」
と
い
う
書
き
方
で
書
き
な
さ
い
。

④�

象
や
つ
ぼ
は
何
か
ら
生
ま
れ
ま
す
か
。
十
文
字
で

書
き
な
さ
い
。

⑤�

ひ
と
か
た
ま
り
の
ね
ん
土
か
ら
何
が
生
ま
れ
ま

す
か
。「
□
□
や
○
○
」
と
い
う
書
き
方
で
書
き

な
さ
い
。

⑥
こ
の
詩
は
全
部
で
い
く
つ
の
文
が
あ
り
ま
す
か
。

⑦
こ
の
詩
は
全
部
で
い
く
つ
の
連
が
あ
り
ま
す
か
。

⑧�

何
度
も
繰
り
返
し
出
て
く
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

四
文
字
で
書
き
な
さ
い
。

⑨
書
き
方
が
異
な
る
の
は
何
番
目
の
連
で
す
か
。

⑩�「
こ
の
教
室
か
ら
、
□
□
が
生
ま
れ
る
。
○
○
が

生
ま
れ
る
。」
と
、自
分
で
考
え
て
文
を
作
り
ま
す
。

　
①
～
⑨
は
、
す
べ
き
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
文

字
数
も
指
定
し
て
い
る
た
め
、
子
供
た
ち
は
非
常
に
能
動

的
に
取
り
組
む
は
ず
だ
。
⑩
は
、
創
作
で
あ
る
。
全
員
に

発
表
さ
せ
る
。
出
た
意
見
を
全
て
褒
め
る
。
活
動
に
つ
ぐ

活
動
で
「
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
」
を
演
出
で
き
る
。

「あっという間の1時間」を 
演出する
国語教科書の「とびら詩」は、出会いの授業にうってつけ
である。まず、変化のあるくり返しで音読の指導をする。
次に、一字読解という明確さと達成感が保障された活動を
行う。最後に、文の創作をさせて、全員に発表させ、全員
を褒める。「あっという間」の1時間で、子供たちの心をわ
しづかみにする。

とっておき
「出会いの授業」
〜子供の心を
わしづかみ
小学校 国語

石川県金沢市立千坂小学校　石
いし

坂
ざか

 陽
あきら
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何
の
た
め
に
黄
金
の
三
日
間
を
成
功
さ
せ
る
の
か
と
言

え
ば
、
そ
の
後
一
年
に
わ
た
る
授
業
経
営
を
成
功
さ
せ
る

た
め
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
三
月
末
ま
で
失
速
せ
ず
に
駆
け

抜
け
る
た
め
の
知
恵
を
こ
そ
書
く
べ
き
で
あ
る
。

　

念
入
り
に
準
備
し
た
黄
金
の
三
日
間
が
過
ぎ
る
と
、
授

業
が
失
速
す
る
。
そ
ん
な
悩
み
を
よ
く
耳
に
す
る
。
な
ぜ

そ
う
な
る
の
か
。
授
業
を
つ
く
る
力
が
弱
い
か
ら
で
あ
る
。

思
い
つ
き
の
案
で
授
業
し
、
毎
時
間
の
よ
う
に
生
徒
の
意

欲
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
。
話
を
聞
い
て
も
理
解
で
き
ず
、

知
的
な
感
動
を
味
わ
え
な
い
が
ゆ
え
に
、
生
徒
の
気
持
ち

は
急
速
に
離
れ
て
い
く
。

　

予
防
策
は
あ
る
か
。
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
授
業
を
複

数
の
パ
ー
ト
で
組
み
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
優

れ
た
教
材
教
具
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
単
位

時
間
に
幾
つ
も
の
学
習
活
動
を
組
み
込
ん
で
、
全
員
が
活

躍
す
る
場
を
保
障
し
、
意
欲
と
成
果
を
高
め
る
の
で
あ
る
。

　

四
月
、
私
の
授
業
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

⑴　

漢
字
学
習�

五
分

⑵　

辞
書
引
き�

二
分

⑶　

教
科
書
等
を
用
い
た
指
導�
三
七
分

⑷　

百
人
一
首
・
名
句
百
選�
六
分

　

⑶
で
、「
口
に
二
画
」
や
分
析
批
評
の
先
行
実
践
、
自

作
の
鉄
板
コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
扱
う
。
ま
ず
は
既
に
発
表
さ

れ
て
い
る
ネ
タ
を
、
十
分
に
収
集
し
て
お
き
た
い
。
加
え

て
、
こ
の
パ
ー
ト
で
ノ
ー
ト
指
導
を
済
ま
せ
て
お
く
こ
と

も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

年
度
当
初
で
あ
り
、
し
か
も
授
業
の
初
心
者
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
⑶
を
更
に
細
分
化
し
て
も
よ
い
。

た
と
え
ば
『
あ
か
ね
こ
名
文
視
写
ス
キ
ル
』
八
分
、『
あ

か
ね
こ
読
解
ス
キ
ル
』（
ど
ち
ら
も
光
村
教
育
図
書
）
六

分
、『
暗
唱
詩
文
集
』（
教
育
技
術
研
究
所
）
五
分
、
残
り

は
「
分
析
批
評
」
の
よ
う
に
、
で
あ
る
。

　

最
初
に
優
れ
た
教
材
教
具
を
用
い
て
、
教
え
る
べ
き
こ

と
を
き
ち
ん
と
教
え
る
と
、
授
業
が
着
実
に
安
定
す
る
。

基
礎
基
本
が
定
着
す
る
に
つ
れ
て
指
導
が
ど
ん
ど
ん
楽
に

な
る
。
余
分
な
事
柄
に
、
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費
せ

ず
に
済
む
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｗ
前
に
こ
こ
ま
で
到
達
で
き
れ

ば
、
そ
の
一
年
は
明
る
い
。

　

さ
て
、
私
は
出
逢
い
の
授
業
で
何
を
扱
う
か
。
候
補
は

四
つ
（
一
週
間
分
）
あ
る
。『
向
山
洋
一
映
像
全
集
』（
教

育
技
術
研
究
所
）
所
収
「
七
つ
の
子
」、
サ
マ
ー
二
〇
一

八
「
三
つ
の
俳
句
」、
修
正
版
「
雀
の
子
そ
こ
の
け
」、
そ

し
て
『
あ
か
ね
こ
読
解
ス
キ
ル
』
所
収
「
金
魚
」
で
あ
る
。

　

春
の
「
向
山
型
国
語
教
え
方
教
室
」
で
は
、
熱
中
、
熱

狂
を
実
現
す
る
新
作
授
業
を
複
数
入
手
し
得
る
。
是
非
ご

参
加
を
。

年度末まで 
駆け抜けるための知恵
失速や崩壊を予防し、年間を通して安定的に 
授業を展開する。そのための「3日間」である。 
優れたネタと教材教具をフル活用し、 
小さな成功体験を連続的に保障しよう。

とっておき
「出会いの授業」

〜子供の心を
わしづかみ
中学校 国語

埼玉県熊谷市立奈良中学校　長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき
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算
数
授
業
開
き
。
必
ず
行
う
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
が
、
前
学
年
の
計
算
問
題
を
子
供
た
ち
に
さ
せ

る
こ
と
。
私
は
「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育

図
書
）
一
ペ
ー
ジ
目
を
さ
せ
る
。
向
山
洋
一
氏
は
、
前
学

年
の
計
算
問
題
を
さ
せ
る
と
き
、
趣
意
説
明
を
し
て
い
る
。

「
最
初
の
日
な
の
で
」
と
言
い
、
計
算
プ
リ
ン
ト
を
配
っ

て
い
る
。
出
会
い
の
授
業
の
と
き
、
こ
の
よ
う
な
短
い
趣

意
説
明
が
大
事
だ
。

　

二
つ
目
が
、
ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
教
え
る
こ
と
。
ミ
ニ

定
規
を
使
う
、
問
題
と
問
題
の
間
は
一
行
か
ら
二
行
空
け

る
、
な
ど
を
伝
え
る
。
こ
こ
で
も
趣
意
説
明
が
大
事
だ
。

「
ノ
ー
ト
を
丁
寧
に
書
く
と
、
学
力
が
付
き
ま
す
」
と
短

く
趣
意
説
明
を
す
る
。
威
圧
的
に
言
う
の
で
は
な
い
。
笑

顔
で
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
短
く
説
明
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
を
し
た
上
で
、
教
科
書
の
学
習
に
入
る
。

　

教
師
は
楽
し
そ
う
に
授
業
す
る
。

そ
の
単
元
と
つ
な
が
る
「
算
数
の
語
り
」
も
す
る
。

　

向
山
氏
は
、
四
月
出
会
い
の
授
業
で
、
宇
宙
の
語
り
を

し
た
。「
大
き
な
数
」
の
単
元
で
あ
る
。

　

私
は
、
次
の
語
り
を
し
た
。
五
年
「
整
数
と
小
数
」。

「
１
を
10
倍
す
る
と
い
く
つ
で
す
か
」「
そ
う
で
す
、
で

は
10
を
10
倍
す
る
と
、
い
く
つ
で
す
か
」

「
０
を
１
つ
ず
つ
増
や
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
ね
」

「
こ
れ
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
と
言
い
ま
す
」

「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
有
名
な
エ
ジ
プ
ト
。
大
昔
、
１
は
こ
う

表
し
ま
し
た
。
棒
で
す
」

「
10
を
表
す
絵
」「
１
０
０
は
巻
き
尺
の
よ
う
な
絵
。
千

は
ハ
ス
の
花
の
絵
、
万
は
文
字
を
書
く
紙
、
十

万
。
こ
れ
は
何
の
絵
で
す
か
？
」

「
魚
で
す
」「
百
万
は
何
の
絵
で
し
ょ
う
か
？
」

「
あ
ま
り
に
大
き
い
と
驚
い
て
い
る
人
の
絵
」

「
千
万
。
こ
れ
は
？
」「
太
陽
の
神
」

「
０
を
加
え
て
い
く
だ
け
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
と

エ
ジ
プ
ト
数
字
。
ど
ち
ら
が
簡
単
で
す
か
？
」

　

子
供
た
ち
全
員
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
と
言
う
。

「
数
字
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
こ
の
よ
う

に
発
展
し
て
き
た
の
で
す
ね
」
と
言
い
、
話
を

終
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
語
り
を
、
教
師
は
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
話

す
。
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
と
い
う
表
情
で
話
す
。
子
供

た
ち
は
、
算
数
の
歴
史
が
大
好
き
だ
。『
な
っ
と
く
数
学

通
に
な
る
本
』※

１
『
江
戸
の
数
学
教
科
書
』※

２
『
雪
月
花

の
数
学
』※

３
『
計
算
と
計
算
機
器
の
歴
史
』※

４
な
ど
の
本

を
、
教
師
が
読
ん
で
お
く
と
良
い
。

　

再
度
、
書
く
。
子
供
の
心
を
わ
し
づ
か
め
る
か
ど
う
か

は
、
教
師
が
笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
授
業
す
る
か
ど
う
か
が

最
大
の
分
岐
点
で
あ
る
。

※
１　

中
宮
寺
薫
著　

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

※
２　

桜
井
進
著　

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

※
３　

桜
井
進
著　

祥
伝
社

※
４　

戸
谷
清
一
著　

富
士
短
期
大
学
出
版
部

教師が笑顔で、楽しそうに、 
算数の歴史を語る
楽しい授業を、楽しそうにする。 
子供の心をわしづかめるかどうかの 
分岐点は教師の笑顔にある

とっておき
「出会いの授業」

〜子供の心をわしづかみ
小学校 算数

山口県下関市立小月小学校　林
はやし

 健
たけ

広
ひろ
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１	

教
材
の
配
布
・
記
名

　
「
こ
ん
に
ち
は
。
一
年
間
数
学
を
担
当
し
ま
す
。
星
野

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　

初
め
て
担
当
す
る
学
年
・
学
級
で
も
、
挨
拶
は
短
く
終

え
る
。
中
学
校
で
よ
く
あ
る
「
最
初
の
授
業
は
自
己
紹
介
」

は
絶
対
に
し
な
い
。

　
「
教
科
書
を
持
っ
て
き
ま
し
た
か
？　

こ
ち
ら
に
向
け

て
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
く
る
っ
と
裏
返
し
て
、
名
前
は
書

い
て
あ
り
ま
す
か
？　

お
隣
と
確
認
。
お
隣
が
名
前
を
書

い
て
あ
っ
た
人
？
」

　

挙
手
さ
せ
て
確
認
。「
ペ
ア
活
動
」
の
初
期
段
階
で
あ
る
。

　

続
け
て
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
α
を
一
人
三
冊
配
付
し
、
記

名
さ
せ
、
二
冊
は
回
収
す
る
。
名
前
を
書
く
様
子
を
見
て

回
り
な
が
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
。
指
示
通
り
書
け
て

い
る
か
、
字
の
丁
寧
さ
は
ど
う
か
等
で
あ
る
。

　
「
き
れ
い
な
字
だ
ね
」「
丁
寧
で
い
い
ね
」
と
声
を
か
け

る
と
、
ニ
コ
ッ
と
笑
う
生
徒
が
多
く
い
る
。
第
一
時
だ
か

ら
こ
そ
の
関
わ
り
で
あ
る
。

２	

一
年
間
の
見
通
し

「
教
科
書
の
二
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
す
。
目
次
で
す
」

　

単
元
名
を
追
い
読
み
さ
せ
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
の
進
度

を
伝
え
て
い
く
。

「
こ
こ
ま
で
で
一
学
期
。
線
を
引
い
て
。『
一
学
期
』
と

書
き
な
さ
い
」

「
こ
こ
ま
で
が
二
学
期
の
目
標
で
す
。
線
を
引
い
て
。
何

と
書
き
ま
す
か
？
」（
二
学
期
、
で
す
）「
そ
の
通
り
」

　

や
り
取
り
を
し
な
が
ら
進
め
る
。

　

こ
こ
ま
で
で
二
十
分
程
度
で
あ
る
。

３	

授
業

　

残
り
の
時
間
は
授
業
内
容
に
入
る
。

　

中
一
で
あ
れ
ば
百
玉
そ
ろ
ば
ん
。
中
学
校
用
百
玉
そ
ろ

ば
ん
は
生
徒
が
大
喜
び
す
る
教
具
の
一
つ
だ
。
黄
玉
が
プ

ラ
ス
、
赤
玉
が
マ
イ
ナ
ス
を
意
味
す
る
。

「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
と
言
い
ま
す
。
順
唱
。
一
、
二
…
…
。

逆
唱
。
十
、
九
…
…
。
Ｏ
Ｋ
！　

続
い
て
、
中
学
校
の
勉

強
。
（
黄
玉
を
動
か
し
な
が
ら
）
プ
ラ
ス
一
、
プ
ラ
ス
二

…
…
。
よ
し
！　
（
赤
玉
を
動
か
し
て
）

こ
れ
は
？
」

（
マ
イ
ナ
ス
一
！
）

「
す
ご
い
な
あ
！　

マ
イ
ナ
ス
一
、
マ
イ

ナ
ス
二
…
…
。
バ
ッ
チ
リ
で
す
！
」 

　

あ
っ
と
い
う
間
に
最
初
の
単
元
の
第

一
時
内
容
が
終
わ
る
。

スッと授業に入る
特別なことはしない。 
進度の確認をした後は授業内容に入る。 

「授業を大切にする先生なんだ」と 
生徒にインプットする。

埼玉県さいたま市立指扇中学校　星
ほし

野
の

 優
ゆう

子
こ

とっておき
「出会いの授業」

〜子供の心を
わしづかみ
中学校 数学



さ
あ
、
元
気
に
始
め
よ
う
！
　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
／
ポ
ス
ト
：
コ
ロ
ナ
対
応
の
「
新
学
期
黄
金
の
３
日
間
」

特集

25   2021. 4

「
ひ
ら
が
な
が
読
め
な
い
子
」「
漢
字
が
苦
手
な
子
」「
九

九
が
言
え
な
い
子
」「
暗
算
が
苦
手
な
子
」
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
教
師
は
「
一
対
一
」
で
教
え
て
き
た
。
し
か
し
、

　

子
供
が
一
人
一
台
の
端
末
を
持
つ
こ
と
で
、
教
師

の
役
割
が
変
わ
っ
て
く
る
。

「
ひ
ら
が
な
が
読
め
な

い
子
」「
漢
字
が
苦
手
な

子
」
に
は
、「
こ
ど
も
ア

プ
リ　

ロ
リ
ポ
ッ
プ
」

で
、
絵
と
ひ
ら
が
な
、

絵
と
漢
字
を
対
応
さ
せ

な
が
ら
学
ば
せ
る
。

「
九
九
が
言
え
な
い
子
」

に
は
、「
九
九
の
ト
ラ
イ
」

と
い
う
ア
プ
リ
で
楽
し
み
な
が
ら
学
習
さ
せ
ら
れ
る
。

「
暗
算
が
苦
手
な
子
」
に
は
、「
あ
ん
ざ
ん
マ
ン
」
と
い

う
ア
プ
リ
が
あ
る
。

『
子
ど
も
も
教
師
も
元
気
に
な
る
「
あ
た
ら
し
い
学
び
」

の
つ
く
り
か
た
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
で
、
赤
坂
真
二
氏
は

　

コ
ン
テ
ン
ツ
は
Ａ
Ｉ
が
管
理
し
て
い
る
の
で
、
で

き
て
い
る
と
こ
ろ
、
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
瞬
時

に
判
断
し
て
、
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
全
部
Ａ
Ｉ

で
レ
コ
メ
ン
ド
し
て
い
く
。 

そ
う
い
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
習
を
自
分
た
ち
で
組
織
し
て
い
く
こ
と

が
可
能
に
な
っ
て
い
く
時
代

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
堀
田
龍
也
氏
は
、

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
て
学

び
、
そ
の
学
び
方
で
良
い
か
ど
う
か
を
、
寄
り
添
っ

た
教
師
が
支
援
し
、
褒
め
て
、
学
び
方
を
き
ち
ん
と

そ
の
子
に
形
成
し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
を
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

と
い
う
教
師
の
役
割
を
示
し
て
い
る
。
一
人
一
台
の
端
末

に
よ
っ
て
、「
学
ぶ
時
に
先
生
か
ら
教
室
で
教
わ
っ
て
学

ぶ
と
い
う
学
び
方
に
限
ら
な
い
学
び
」
に
変
化
し
て
く
る
。

そ
れ
に
合
わ
せ
た
教
師
の
役
割
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

子供が１人１台の端末を 
持つことで教師の役割が 
変わってくる
「先生から教室で教わって学ぶという学び方に限らない学び」
に変化してくる。それに合わせた教師の役割も必要になっ
てくる。

GIGAスクール時代の
黄金の３日間準備
個人差に応じた教材選び

神奈川県川崎市立田島小学校　田
た

丸
まる

 義
よし

明
あき
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ア
カ
ウ
ン
ト
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
学
習
の
計
画
を
立
案
し
た
。

学
年

学
習
内
容

１
年
ア
カ
ウ
ン
ト
・
パ
ス
ワ
ー
ド
っ
て
な
あ
に
？

２
年
ア
カ
ウ
ン
ト
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
ロ
グ
イ
ン

し
て
み
よ
う

３
年
ア
カ
ウ
ン
ト
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
無
く
し
て
し
ま
う

と
？

４
年
ア
カ
ウ
ン
ト
・
パ
ス
ワ
ー
ド
に
ま
つ
わ
る
危
険
な

こ
と

５
年
不
正
ア
ク
セ
ス
の
危
険
性
に
つ
い
て
知
ろ
う
（
パ

ス
ワ
ー
ド
の
使
い
回
し
）

６
年
自
分
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
考
え
て
設
定
し
よ
う

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
存
在
に
な
る
ア
カ
ウ

ン
ト
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
教
材
に
し
て
、「
不
正
ア
ク
セ
ス
」

「
個
人
情
報
の
流
出
」「
パ
ス
ワ
ー
ド
の
使
い
回
し
」
な
ど

の
大
切
な
知
識
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
計
画
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
授
業
を
行
う
際
、「
ア
カ
ウ
ン
ト
と
は
？
」

「
パ
ス
ワ
ー
ド
と
は
？
」
な
ど
に
つ
い
て
、
全
教
職
員
が

分
か
り
や
す
く
端
的
に
説
明
で
き
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

私
の
学
校
で
は
、
次
の
フ
レ
ー
ズ
を
職
員
室
で
共
通
理
解

し
て
い
る
。

　

家
で
た
と
え
る
と
「
ア
カ
ウ
ン
ト
は
住
所
や
表

札
」「
パ
ス
ワ
ー
ド
は
家
に
入
る
カ
ギ
」
の
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
家
に
カ
ギ
を
使
っ
て
入
る
こ
と
を
「
ロ
グ

イ
ン
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
『
学
校
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
』（
堀
田
龍

也
ほ
か
著　

さ
く
ら
社
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
文
章
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

他
人
の
住
所
を
人
に
言
い
ふ
ら
す
の
は
良
く
な
い
こ
と

で
あ
る
し
、
他
人
の
カ
ギ
を
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
犯
罪

で
あ
る
。
大
切
に
管
理
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
、

子
供
た
ち
に
も
理
解
し
や
す
い
。
ま
た
左
上
の
画
像
の
よ

う
な
授
業
用
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
、
職
員
室
で
共
有
し

た
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
本
を
教
え
る
授
業
を
行
う

こ
と
が
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
こ
の

授
業
用
ス
ラ
イ
ド
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
で
共
有
し
て
い
る
。

情報セキュリティの 
基本の「キ」を教えよう
新年度、アカウントとパスワードの大切さについて教える
授業を行う。児童生徒1人に1台ずつの端末と1つずつのア
カウントが配付されている。この管理について教える授業
を学校の年間指導計画に組み込み、学年の発達段階に応じ
た内容を扱う。

GIGAスクール時代の
黄金の３日間準備
『ハイブリット化』
オンライン授業のヒント

北海道斜里町立斜里小学校　塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ



さ
あ
、
元
気
に
始
め
よ
う
！
　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
／
ポ
ス
ト
：
コ
ロ
ナ
対
応
の
「
新
学
期
黄
金
の
３
日
間
」
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　「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教
材
）」
は
大
き
く
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
。

①
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教
材
）

②
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教
材
）

　
①
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教
材
）
は
、
多
く
の

学
校
で
導
入
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
教
科
書
の
紙
面
を
テ
レ
ビ
画
面
な
ど
に
大
き
く
映
し
出

せ
る
。「
資
料
の
提
示
」
が
簡
単
に
で
き
る
。

　
次
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
教
材
も
便
利
だ
。

作
図
や
制
作
な
ど
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

実
験
や
観
察
な
ど
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

現
地
の
様
子
が
分
か
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

　
紙
の
教
科
書
と
併
用
し
て
使
う
こ
と
で
、
授
業
が
「
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
」「
よ
り
楽
し
く
」「
よ
り
分
か
り
や
す

く
」
な
る
。

　
天
候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
学
習
も
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
理
科
の
「
自
然
観
察
」、
社

会
科
の
「
実
地
調
査
」、
生
活
科
の
「
校
区
探
検
」
な
ど
だ
。

②
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教
材
）。

こ
れ
は
ま
だ
ま
だ
導
入
が
進
ん
で
な
い
。

一
人
一
台
の
端
末
が
整
備
さ
れ
た
今
、
一
気
に
「
学
習

者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
（
教
材
）」
も
導
入
さ
れ
て
い
く
だ

ろ
う
。
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
教
科

書
協
会
か
ら
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
は
省
き
、
項
目
だ
け
引
用
し
て
お
く
。

http://w
w
w
.textbook.or.jp/publications/

data/191030dtbguide.pdf

①
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
っ
て
な
に
？

②
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
？

③
ど
う
や
っ
て
使
う
の
？

④
導
入
の
仕
方
は
？

⑤
よ
く
あ
る
質
問
に
も
答
え
る
よ

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、
特
別
支
援
を
要
す
る

子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
効
果
的
だ
。
個
々
の
特
性
に
合
わ

せ
て
教
科
書
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
。「
背
景
色
と
文

字
色
の
変
更
」「
文
章
の
読
み
上
げ
」「
リ
フ
ロ
ー
表
示

（
文
字
を
折
り
返
し
な
が
ら
拡
大
表
示
で
き
る
機
能
）」

「
ふ
り
が
な
表
示
」
な
ど
だ
。
さ
ら
に
、
個
別
の
学
習
ロ

グ
を
記
録
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
個
別
最
適
化
さ
れ

た
学
び
を
実
現
す
る
強
力
な
ツ
ー
ル
に
な
る
。
研
究
が
急

務
だ
。

誰一人取り残すことのない学びを実現する 
「学習者用デジタル教科書」の可能性

　学習者用デジタル教科書をうまく活用すれば、今までの紙
の教科書では補えなかった部分をサポートできる。様々な機
能で学習効果も高められる。学習履歴データを活用すれば、
個別最適化された学びも実現できる。デジタルかアナログか
という「二項対立」の陥穽に陥らないことが大切である。

兵庫県姫路市立英賀保小学校　許
ほ

　鍾
じょん

萬
まん

 GIGAスクール時代の
黄金の３日間準備

『デジタル教科書対応』
使える単元のヒント




